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＜参考＞ 

１．国際勧告などとの関連 
 本標準は、三箇所以上のオーディオビジュアル端末間の会議呼を制御する一台の多地点会議制御ユニッ

ト（ＭＣＵ）や、二台のＭＣＵ間の呼や、スター状に配置された三台以上のＭＣＵ間の呼の通信確立に関

するシステム制御について規定しており、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（WTSC-93) におい

て承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２４３に準拠し、２０００年２月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において

採択された勧告改訂に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目など 
2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター 

 な し 

 

2.3 その他 

(1)  ６４kbit/s オーディオＰＣＭ符号化に関しては、Ａ則、μ則双方を考慮することが必要であるた

め、また、チャネルルートに関しても、１９２０kbit/s まで考慮しているため、ＴＴＣ標準ではな

くＩＴＵ－Ｔ勧告を参照している。 

(2)  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズはＪＴ－Ｔ１２２、ＪＴ－Ｔ１２３、ＪＴ－Ｔ１２４、ＪＴ

－Ｔ１２５の総称であり、対応するＴＴＣ標準を参照されたい。 

(3)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２４３では、５．５節「多チャンネルへの拡張」において、ＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｑ．９３９を参照している。しかしその内容から判断して、Ｑ．９３１の誤りと思われる。した

がって本標準においては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照している。 

(4) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２４３では、付録 2 「MCU に対する必須とオプションの記号について」の表

内において、ＲＩＲ、ＲＩＤ、ＲＩＵの部分に＃、＃＃が表示されている。しかし、本文に説明が

なく、誤記と思われる。本標準においては、＃、＃＃を消している。 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告との章立て構成の相違はない。なお、３章「約定」については、構成を変えないために残

した。このため、本文（助動詞の意味についての説明）については省略している。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改  版  内  容 

第１版 １９９３年 ４月２７日 制 定 

第２版 １９９６年１１月２７日 ＩＴＵ－Ｔ勧告の変更に伴う追加修正 

第３版 １９９７年１１月２６日 ＩＴＵ－Ｔ勧告の変更に伴う追加修正 

第 4版 ２０００年１１月３０日 ＩＴＵ－Ｔ勧告の変化に伴う追加修正 

    MVC、MVA、MVR を追加 
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

(1)  参照している勧告、標準など 

ＴＴＣ標準 ： ＪＴ－Ｆ７３０，ＪＴ－Ｇ７２２，ＪＴ－Ｇ７２８， 

  ＪＴ－Ｈ２２１，ＪＴ－Ｈ２３０，ＪＴ－Ｈ２３１， 

  ＪＴ－Ｈ２３３，ＪＴ－Ｈ２３４，ＪＴ－Ｈ２４２， 

  ＪＴ－Ｈ２４４，ＪＴ－Ｈ２６１，ＪＴ－Ｈ２６２， 

  ＪＴ－Ｈ２６３，ＪＴ－Ｈ３２０，ＪＴ－Ｈ３２１， 

  ＪＴ－Ｔ１２２，ＪＴ－Ｔ１２３，ＪＴ－Ｔ１２４， 

  ＪＴ－Ｔ１２５，ＪＴ－Ｑ９３１ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 ： Ｇ．７１１，Ｈ．２２４， 

  Ｔ．１２８， 

  Ｈ．２００／ＡＶ．２７０， 

  ／ＡＶ．４２０， 
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要約 

 本標準は、三箇所以上のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０に従っているオーディオビジュアル端末間の会議呼

のシステム制御について規定している。 

 

１．範囲 
 本標準は三箇所以上のオーディオビジュアル（ＡＶ）端末間の会議呼のシステム制御について規定して

いる。本標準はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１に従っているオーディオ合成器やビデオ切替を装備した一台の

ＭＣＵや、二台のＭＣＵを含む会議呼や、スター状に配置された三台以上のＭＣＵを含む会議呼に適用さ

れる。又本標準はビデオ合成器を装備したＭＣＵに適用される。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３３やＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｈ２３４は、暗号化制御信号（ＥＣＳ）の使用に関する問題を取り扱う。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１で規定されたフレーム構造を使った二地点間

のＡＶ端末のポイント・ポイントの通信に用いられる。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０は、本標準で述べられ

る多地点間通信手順に使われる信号を含んだ数々の制御信号と通知信号を規定している。 

 三箇所以上のＡＶ端末は、一箇所以上の多地点会議制御ユニット（ＭＣＵ）により会議呼が確立される。

多地点会議の一般的な原則はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１で述べられている。端末とＭＣＵ間あるいはＭＣ

Ｕ同士でのディジタルチャネル確立の方法は、本標準では、規定しない（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２００／Ａ

Ｖ．４２０参照）。ＭＣＵを物理的に実現する際に、二つ以上の独立した会議が、同一装置内で行なわれ

るかもしれないということに注意すべきである。しかし、論理的にはこれらの会議間には、何の関係も無

い。本標準は、ある特定の呼に関する一つの論理エンティティとしてＭＣＵに言及する。 

 本標準は６４kbit/s（ある網では５６kbit/s）から１９２０kbit/s までの固定したディジタルパスの信号の

フローにのみ関連する。本フローはオーディオやビデオ制御信号と通知信号（Ｃ＆Ｉ符号）そしてオプ

ションのユーザーデータを多重化したものからなり、ユーザーが満足するような方法でＭＣＵにより扱わ

れなければならない。 

 それぞれのパスの信号多重化は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１に完全に従っており、ＢＡＳコマンドは各

通信リンクの終端での分離部の動作を明確に規定している。その上、初期化手順やモード切替のための基

本手順は、ポイント・ポイント用のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２で規定されているものに完全に従う。しか

し、各端末やＭＣＵによって送信される多重化された信号の構成は、以下のように端末手順や多地点間通

信システム手順によって決定される。 

（ａ）端末手順は、テレビ電話に対するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０のようにサービス仕様のシステ

ム標準に定義される。 

（ｂ）多地点間通信システム手順は本標準で定義されている。そしてそれはサービス仕様ではない。 

（ｃ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ：ＴＴＣ標準のＴシリーズを使用することで、ＭＣＵと

端末の手順は大幅に拡張され、より高度なアプリケーションをユーザーに提供できる。そのよう

な拡張は本標準の範囲外であるが、特定のＪＴ－Ｔ１２０シリーズ方式との関連はここに記述さ

れる。 

 本標準の語句の定義についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１を参照すること。ＳＢＥ符号及びＭＢＥ符号

の定義についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０を参照すること。 

 

 



ＪＴ－Ｈ２４３ - 2 - 

２．参照 
 以下のＴＴＣ標準やその他の参考文献には、(このテキスト内での参照により)本標準の規定を構成する

規定が含まれる。出版時点では、示されている版は正しいものである。すべての標準とその他の参考文献

は改訂の対象であり、本標準のすべてのユーザーは、以下に揚げる標準やその他の参考文献の最新版が適

用される可能性を、調査することが推奨される。現行の有効なＴＴＣ標準のリストは定期的に出版されて

いる。 

１．ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１：“Pulse code modulation of 3 kHz audio channels”，１９８８．１１ 

２．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７２２：“６４kbit/s 以下の７kHz オーディオ符号化方式” 

３．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７２８：“低遅延符号励振線形予測（LD-CELP）を用いた１６kbit/s オー

ディオ符号化方式” 

４．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１：“オーディオビジュアルテレサービスにおける６４kbit/s から１９

２０kbit/s チャネルのフレーム構造” 

５．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０：“オーディオビジュアルシステムのためのフレーム同期の制御信号

と通知信号” 

６．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１：“１９２０kbps までのディジタルチャネルを使用したオーディオビ

ジュアルシステムのためのマルチポイント制御ユニット”  

７．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３３：“オーディオビジュアルサービスのための機密保持システム”  

８．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２：“２Mbit/s までのディジタルチャネルを使用したオーディオビジュ

アル端末間の通信を設定する方式”  

９．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０：“狭帯域テレビ電話・会議システムとその端末機器”  

１０．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ：“Ｔシリーズの総覧” 

１１．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２２：“オーディオグラフィック会議のための多地点通信サービス－サー

ビス定義” 

１２．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２３：“オーディオグラフィック会議のためのプロトコルスタック”  

１３．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２４：“一般的会議制御” 

１４．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２５：“オーディオグラフィック会議のための多地点通信サービス－プロ

トコル仕様”  

 

１５．ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４：“Ｈ２２１を使用した単一アプリケーションにおけるリアルタイム

制御プロトコル”  

１６．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２１：“Ｂ－ＩＳＤＮ環境へのＨ３２０のビジュアル電話端末の適用”  

１７．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１：“px６４kbit／s オーディオビジュアルサービス用ビデオ符号化方

式”  

１８．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２：“汎用ビデオ符号化方式”  

１９．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３：“低ビットレート通信用ビデオ符号化方式”  

 

 

３．約定 
 本文省略 
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４．能力と「選択」通信モード 
 ＭＣＵは目的の通信の形式にそった適切な能力を送らなければならない。表１／ＪＴ－Ｈ２３１は「推

奨」として分類されたＭＣＵの種類を列記していて、それは接続する端末が適当な能力を有していれば宣

言することのできる能力と、送信可能なモードを示している。この表では手順においていくらかの自由度

があるが、本標準の目的としてその動作をより詳しく定義する必要がある。 

 それぞれの会議呼において「選択通信モード（ＳＣＭ）」がＭＣＵで確認される。会議呼の間ＭＣＵは、

ＭＣＵ自身と他の全ての端末の間、あるいはＭＣＵと他のＭＣＵとの間の双方向に送信されるこのＳＣＭ

を維持するように努める。例外としてモード 0 強制設定（ＪＴ－Ｈ２４２）が起こったとき（１３．１参

照）、あるいはデータが一時的に伝送された場合が挙げられる。表１／ＪＴ－Ｈ２４３はＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２３１で挙げられたＭＣＵが持つＳＣＭのいくつかの例を示している。ＳＣＭには一つ以上のデータ

チャネルを含めてもよい。 

 

表１／ＪＴ－Ｈ２４３ 選択通信モードの例 

(ITU-T H.243) 

 

 転送レート ＭＣＵタイプ （表５－１／ＪＴ－Ｈ２３１に対応）   

 (kbit/s)  Ａ Ｂ（ｄ）  Ｃ  Ｃ（ｄ）  Ｄ  Ｄ（ｄ）   

       記号  
64/56kbit/s a8+v      ａ１ Ａ則、0U 

  a6+d6400     ａ２ μ則、0U 

  a7+d8000     ａ３ Ａ則、0F 

2x64/56kbit/s   a3/4+v a8+v+d6400   ａ４ μ則、0F 

   a7+v a7+v+d8000   ａ５ G.722、m1 

       ａ６ G.722、m2 

128kbit/s     a8+v  ａ７ G.722、m3 

     a7+v  ａ８ G.728 
       ｖ H.261-ON 
384kbit/s     a6+v a6+v d6400 LSD 
      a6+v+d64k d8000 LSD 
       d64k HSD 
       ｒ 制約あり 

 

 以下の方法をＳＣＭの決定のために使用してもよい。 

   （１）ＳＣＭはＭＣＵの製造時に、固定機能として設定されてもよい。 

   （２）ＭＣＵはＳＣＭを数種類供給してもよい。そしてその中の一つがサービス提供者あるいは呼を

予約した時に特定される。 

   （３）ＳＣＭは接続された端末の能力に従いＭＣＵ内で自動的に選ばれる。 

       注：この選択の方法は本標準の範囲外である。例えばＳＣＭはＭＣＵにアクセスした最初の端末

によって伝送された値で設定される。あるいは全ての一次端末の中から最も上位な共通モー

ドが選択される。あるいはＳＣＭは議事制御端末によって伝送される値で設定される。 

   （４）ＳＣＭはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズのプロトコルを使用して実施される有効となる手

順によって設定される。 

（２）、（３）そして（４）の場合ＳＣＭは呼の通信中に変更することも可能である。ＭＣＵはこれらの

方法全てが可能であることが義務付けられているわけではない。しかし少なくともこの内一つは持ってい 
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なければならない。そしてユーザーあるいはサービス提供者にどの方法が有効であるかを明示しなければ

ならない。 

 

 注：接続した端末にいくつかの共通モード（例えば１６kbit/s オーディオと広帯域オーディオなど）が

ある場合、設置者は選択されるモードの決定方法を明示しなければならない。端末から伝送された

モードを制御するためにＭＣＵが行えることは、オーディオやビデオやいくつかのデータパスの速

度を決定することに制限されることを注意すべきである。ＭＣＵは、能力変更によってＳＣＭをＱ

ＣＩＦに制限する場合を除いて、ビデオモードをＣＩＦやＱＣＩＦに設定できず、また一つのビッ

トレートで選択するオーディオモード（５６kbit/s においてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１かＪＴ－Ｇ

７２２か）を設定することもできない。特に、ＭＣＵが５６kbit/s におけるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７

１１のＢＡＳコマンドを送信したならば、ＭＣＣの違反を検討することなく端末は５６kbit/s にお

けるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１またはＪＴ－Ｇ７２２で応答してもよい。まさに、記述された状況

において、１６kbit/s のＪＴ－Ｇ７２８で応答した端末は、ＪＴ－Ｈ２２１の多重化の中でＪＴ－

Ｇ７２８とＧ．７１１－５６の異なったビットレートを使用することによるＭＣＣの違反状態にな

るであろう。 

 

ＪＴ－Ｈ２６２、ＪＴ－Ｈ２６３のような拡張ビデオ符号化モードが使われる時は、ＭＣＵはＭＭＳ

（多地点のモード整合）を使用しても良い。ＭＭＳは、すべてのモードに対して、ＣＩＦ／ＱＣＩＦ整合

を含むビデオモードの整合を要求される、拡張ビデオ能力を持ったすべての端末でサポートするものであ

る。端末がＭＭＳを受信すると、ＭＣＵに対し、どのようなビデオと、オーディオと、（または）データ

のモードを受信したかを応答する。もし、ＭＣＵがＭＭＳを使用しない場合は、端末は、例えばＪＴ－Ｈ

２６１を受信中にＪＴ－Ｈ２６３を送信するといった、ＭＣＣで許されるモードの不一致に従うかどうか

は自由である。 

ＭＣＵは、ＪＴ－Ｈ３２０付図Ａ－１で記述されている拡張ビデオモードの階層に制限される。これは、

ＪＴ－Ｈ２６３を扱えるＭＣＵは、ＪＴ－Ｈ２６１の能力があったり、ＪＴ－Ｈ２６２を扱えるＭＣＵは、

ＪＴ－Ｈ２６３やＪＴ－Ｈ２６１の能力があるといったことである。例えば、ＭＣＵが能力セットのなか

でＪＴ－Ｈ２６２のみを持つような、階層性が乱れている間、ＭＣＵは特定のＳＣＭを維持する目的で、

ビデオ能力を除外することを選択してもよい。しかし、ＭＭＳ（多地点のモード調和／ＪＴ－Ｈ２３０）

は、ビデオモード上で制御の維持のために用いられるべきである。ＭＭＳサポートがＪＴ－Ｈ２６２、Ｊ

Ｔ－Ｈ２６３といった拡張ビデオモードを維持する、すべての端末で要求されるものであることを注意し

なければならない。 

 呼の開始において、ＭＣＵにより送られた能力セットはＳＣＭに対応するものである；簡潔さのために

以後これを「ＳＣＭ能力」とする。宣言された能力セットからＳＣＭを送信する能力がないことがわかっ

た端末は、二次端末として取り扱われるだろう（１３．１参照）。二次端末の状態は、オーディオのみ、

あるいはオーディオとデータのみ、あるいはＭＣＵ提供者が決めたそれ以外の状態、であってよい。通信

に入った後もＭＣＵは、受信した情報の制御に関し、即座の要求に応ずるような能力を送信できなければ

ならない。これもまたＳＣＭ能力であり、実際に通信中にＳＣＭの変更を行ってもよい。 

 網やＭＣＵがアウトバンド変更をサポートするなら、会議の参加者はそれを起動してもよい。シングル

チャネルとマルチチャネル（例えば２Ｂと１２８kbit/s または６Ｂと３８４kbit/s）の端末の同一多地点呼

は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１で定義されている SM-comp や 6B-H0-comp によって提供される。 

 端末の能力セットから一つの能力が取り除かれる唯一の条件は、新しい能力セットの伝送で除かれた能

力が不足している場合である。これ以外の場合である、ループバックの開始時、二次端末の状態への移行

時、短時間のフレーミングの喪失、などについては、端末の能力セットの変更がなされることを、ＭＣＵ

に仮定させてはならない。能力交換の詳細な解説はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２を参照のこと。 

 端末がＭＢＥをサポートするからといって、能力セットにより示されたもの以外の、標準ＭＢＥメッ 
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セージのすべてあるいは特定のサブセットをサポートする能力があるということを、ＭＣＵは仮定すべき

ではない。 

 端末は、より効果的な機能をＭＣＵに与えるために、すべての能力セットを宣言すべきである。そして

基本的にはＳＣＭの変動で生じるかもしれない不必要な能力変更なしに能力セットを維持する。 

 端末は、特異なモードまたはＳＣＭで使用されるビットレート（例えばＪＴ－Ｇ７２８）の割り当て要

求に対してＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の９．５の手順を使用するかもしれない。ＭＣＵは、この要求に対

処することを試みるべきであり、しかし、そうする義務を負うものではない。スレーブＭＣＵは、マスタ

ＭＣＵの動作に対するそのような要求を無視しなければならない。ＭＣＵは、端末が要求するものを正確

に提供することを必要とされず、最善の努力を試みるかもしれない。ＭＣＵが決定する最善の手段は、提

供者の課題である。 

 

 

５．標準端末とＭＣＵ間の通信確立のための初期化手順 
 初期化手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２で規定されるいる２台の端末間の場合と類似している。 

 ＭＣＵからＭＣＣを受信した場合、全ての端末はその送信出力をローカルＭＣＵからの受信ビットレー

トに同期させなければならない。端末は、通信の理由が正当化されない限りＭＣＵからＭＣＣを受信した

場合、強制モード０を無効にすべきである。 

 手順に関する以下の記述では、ビデオとデータを含んだ通信を仮定しているが、ビデオまたはデータど

ちらか、もしくは両方とも含まない会議においても、本質的に同様に適用される。接続が確立したら、全

ての端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１に従って信号を送信する。端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の

規定に従ってモード０Ｆのみの形態で、その能力を送信するとともに、フレーム構造と能力の受信を待つ。

その時、ＩＤチェックの様な、端末が会議に加わる前に実行されなければならない付加的な手順がおこな

われてもよい（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１の４．４（ｄ）の定義を参照）。しかし、ＭＣＵが端末にＭＣ

Ｃを送信した後に限定する。 

 

5.1 会議に参加する最初の端末 

 ＭＣＵは、その最後の能力マーカとコマンド（表２／ＪＴ－Ｈ２４２参照）の直後にオプションのオー

ディオメッセージとともにＣ＆Ｉ符号のＭＣＣおよびＭＩＺ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）を送信す

る。これにより会議の呼設定中であること、他の端末がまだ接続されていないこと、およびユーザーに待

つべきであることを示す。 

 端末に対してオーディオの符号化方式が決定され、必要ならその値が適切に設定されるまで、ＭＣＵは

オーディオ合成器にオーディオ信号を加えるべきではない。提供者の判断でＭＣＵは、以下のひとつを行

うべきである。 

（１）端末にオーディオ－オフコマンドの送信 

（２）端末に無音の送信、またはオプションのオーディオメッセージの送信 

（３）端末の出力ミュートを想定したオーディオの送信 

 この状況において、端末のすべてが確実にミュートするとは限らないことから、（３）を除く（１）と

（２）が望ましい。しかし、（３）は本標準の最新版と旧版との両立の理由から、ここに含まれる。 

 ＭＣＵは、受信フレーム同期を見つけて、この最初の端末の能力を登録する。この端末をＴＡとする。

もし端末がそのＳＣＭの送信ができない場合、別の手順（１３．１参照）に従う。 

 最初の端末によって見られるビデオは、ＭＣＵ提供者の判断にゆだねられる。ＶＩＲはいくつかの悪影

響をなしに、無視することができる。 
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データ 

 －もし、一つの端末がＬＳＤまたはＨＳＤチャネルを開くことを要求したなら、ＭＣＵは提供者の判断

でそのチャネルを開いてもよい。ＭＣＵは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４の能力がない端末にアイドル

ビットを与えるべきである。そして、ＭＣＵは、ループバック時にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４の能力

のある端末とデータ合成器を接続するべきである。 

 －もし、その端末が ＪＴ－Ｔ１２０シリーズまたはＨ．２２４－ＭＬＰ（脚注１）能力があるなら、

ＭＣＵは端末に対してＭＬＰチャネルを開いてよい。そして、端末とデータ会議ユニットを接続する。 

 

ＭＣＵは、前に予定した数の端末が存在するときまでＭＬＰデータチャネルを開くことを遅らせてもよい。 

 

（脚注１）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４の能力の端末は、ＬＳＤとＭＬＰ両方のチャネルが使用可能である

ことを要求される。 

 

5.2 会議に参加する２番目の端末 

 ＭＣＵは、会議呼の設定中であることを示すＭＣＣに従ってＳＣＭ能力を送信する。端末に対してオー

ディオの符号化方式が決定され、必要ならその値が適切に設定されるまで、ＭＣＵはオーディオ合成器に

オーディオ信号を加えるべきではない。提供者の判断でＭＣＵは、以下のひとつを行うべきである。 

（１）端末にオーディオ－オフコマンドの送信 

（２）端末に無音の送信、またはオプションのオーディオメッセージの送信 

（３）端末の出力ミュートを想定したオーディオの送信 

この状況において、端末のすべてが出力を確実にミュートするとは限らないことから（３）を除く（１）

と（２）が望ましい。しかし、（３）は本標準の最新版と旧版との両立の理由から、ここに含まれる。 

 ＭＣＵは、受信フレーム同期を見つけ、その２番目の端末ＴＢの能力を登録する。もし、その端末が、

ＳＣＭを伝送する能力を持たなければ、別の手順（１３．１参照）に従う。ＭＣＵが、Ａ＝０を両方の端

末から受信しているとき、オーディオとビデオのパスは、次のように設定される。 

 

オーディオ 

 －両端末の（復号された）オーディオ信号は、オーディオ合成器に接続される；ＭＩＺ解除符号を、端

末ＴＡに送る。 

 －通常使用するオーディオコマンドが送信され、対応する合成器出力は、次のサブマルチフレームで接

続される。 

 

ビデオ 

 －ビデオ信号をどちらかまたは両方の端末から受信している場合、適正なモード切換手順（ＪＴ－Ｈ２

４２）を行い、ビデオスイッチを経由してビデオ信号は転送される。その時、ビデオ信号の送信源に

向かって画面更新要求ＶＣＵ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）を送る。 

 －もしＶＩＲ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）をどちらかもしくは両方の端末から受信したら、これ

を転送する。 

 

データ 

 －もし、一つの端末がＬＳＤまたはＨＳＤチャネルを開くことを要求したなら、ＭＣＵはこの場合その

チャネルを開いてもよい。 
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 －もし、その端末が ＪＴ－Ｔ１２０シリーズまたはＨ．２２４－ＭＬＰ能力があるなら、ＭＣＵは２

番目の端末に対してＭＬＰチャネルを開いてもよい。そして、データ会議ユニットに両方の端末を接

続する。 

 

ＭＣＵは、前に予定した数の端末が存在するときまでＭＬＰデータチャネルを開くことを遅らせてもよい。 

 

5.3 会議に参加する３番目の端末 

 ＭＣＵは、会議呼の設定中であること示すＭＣＣに従ってＳＣＭ能力を送信する。 

 端末に対してオーディオの符号化方式が決定され、必要ならその値が適切に設定されるまで、ＭＣＵは

オーディオ合成器にオーディオ信号を加えるべきではない。提供者の判断でＭＣＵは、以下のひとつを行

うべきである。 

（１）端末にオーディオ－オフコマンドの送信 

（２）端末に無音の送信、またはオプションのオーディオメッセージの送信 

（３）端末の出力ミュートを想定したオーディオの送信 

この状況において、端末のすべてが出力を確実にミュートするとは限らないことから（３）を除く（１）

と（２）が望ましい。しかし、（３）は本標準の最新版と旧版との両立の理由から、ここに含まれる。 

 ＭＣＵは、端末からくるフレーム同期を見つけ、３番目の端末ＴＣの能力を登録する。その端末が、送

信したＳＣＭの能力を持たない場合には、別の手順（１３．１参照）に従う。 

 ＭＣＵが、ＴＣからＡ＝０を受信しているとき、オーディオとビデオのパスは、次のように設置される。 

 

オーディオ 

 －（復号された）オーディオ信号は、オーディオ合成器に接続される。 

 －標準的に使用するオーディオコマンドが送信され、それに対応する合成器出力は、その次のサブマル

チフレームで接続される。 

 

ビデオ 

 －もしビデオ信号を端末ＴＡ，ＴＢのどちらかもしくは両方から受信している場合には、それらのどちら

か一方を（デフォルトではＴＡ）、適切なモード切換手順（ＪＴ－Ｈ２４２）を行い、ビデオスイッ

チを経由してＴＣに送信し、画面更新要求ＶＣＵをビデオ信号源に対して送る。ビデオをＴＣから受信

しているときは、オプションとしてＴＡとＴＢの両方にＴＣからのビデオを送信してもよい。この場合

ＴＣへＶＣＵが送信される。 

－ＭＣＵでＶＩＲを受信したら、誤動作がなければそれを無視してもよい。 

 

データ 

 －もし、会議中にＬＳＤまたはＨＳＤチャネルを開いたなら、そのチャネルを新しい端末で開かれるべ

きである。 

 －もし、新しい端末がＪＴ－Ｔ１２０シリーズまたはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４－ＭＬＰ能力があるな

ら、ＭＣＵは３番目の端末に対してＭＬＰチャネルを開いてもよい。そして、データ会議ユニットと

新しい端末を接続する。 

 

5.4 会議に参加する４番目以降の呼 

 ４番目以降の手順は、上記の５．３と本質的に同じである。 
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5.5 多チャネルへの拡張 

 もし会議での指定のＳＣＭが多チャネルを必要とする場合には、送信されるＭＣＵ転送速度能力は全て

の端末に対して適切な速度を反映し、付加チャネルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２

２１，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１、または７．２に規定される手順に従って設定される。 

 ＭＣＣを受信したら、ＭＣＵが高い転送速度で送信を始めるまでは、端末は高い転送速度での送信を開

始できない。それは、他の端末の準備が完了した時か、タイムアウトの後か、または少なくとも１つの端

末で、要求された全ての付加チャネルが有効になった時である。すなわち、ＭＣＵ自身がより高い転送速

度を採用した場合、端末はそれに合わせなくてはならない。どこかのコネクションで、付加チャネルが要

求した数に達しないとき、ＭＣＵは，ＭＩＳを端末に送信するか、端末を外すか、または提供者が決定し

た他の手順に従って、対応する端末を二次端末の状態へ速度を落とし、残りのコネクションでそのまま続

行してもよい。 

 

5.6 他の標準端末 

 ＪＴ－Ｈ２４３ＭＣＵによる非ＪＴ－Ｈ３２０端末のサポートはオプションである。 

 ＪＴ－Ｈ２２１をサポートしない通常のＰＳＴＮ端末は、オプションでＭＣＵによるサポートが受けら

れる。このような呼では、ＪＴ－Ｈ３２０端末と同じ網アドレスか、または提供者が決定した別の網アド

レスを利用できる。着呼すると、それらはオーディオ合成器に追加される。提供者は、オーディオ合成器

へ接続する前にオプションでＤＴＭＦパスワードを要求できる。また、オプションで現在のオーディオ符

号への符号変換を行うか、または、ＳＣＭを変更して適切なＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１符号を入れること

ができる。ＰＳＴＮ呼が会議の最初にある場合、その扱いは、提供者の決定による（ループバック、また

はオーディオ合成器への接続なしのいずれか）。 

 ＪＴ－Ｈ２２１をサポートしないＪＴ－Ｔ１２０シリーズ端末は、オプションでＭＣＵによるサポート

が受けられる。このような接続では、ＪＴ－Ｈ３２０端末と同じ網アドレスか、または提供者が決定した

別の網アドレスを利用できる。各々の呼が到着すると、それはＪＴ－Ｔ１２０データ会議に追加される。

ＭＣＵデータ会議モジュールは、ＪＴ－Ｔ１２３フロー制御を用いるため、非ＪＴ－Ｈ２２１接続におけ

るデータレートが、会議ＳＣＭによって規定されたＭＬＰチャネルレートと同等またはそれ以下である現

状のＪＴ－Ｔ１２０シリーズデータレートと一致することを保証する必要がある。ＪＴ－Ｈ２２１以外の

接続の例には、ＪＴ－Ｔ１２３のＰＳＴＮスタックを使用するＰＳＴＮ呼、またＪＴ－Ｔ１２３のさまざ

まなＬＡＮスタックの１つを使用するＬＡＮ接続がある。 

 ＪＴ－Ｈ３２１（広帯域ＩＳＤＮ［Ｂ－ＩＳＤＮ］上のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０）端末もオプション

でＭＣＵによるサポートが受けられる。これらの端末はＪＴ－Ｈ３２０と互換性があるので、ＪＴ－Ｈ３

２０の手順に従わねばならない。ＭＣＵは、このオプション機能を備えている場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ

３２１で説明されるＢ－ＩＳＤＮパラメータをサポートしなければならない。 

 

5.7 ＭＣＵ同士の相互接続 

 ＭＣＵのカスケード接続はオプション機能である。また、マスタ／スレーブ運用は、カスケード接続さ

れたＭＣＵ運用のオプションモードのひとつである。このモードは、多くの機能にとって必要であるが、

単純なカスケード接続には不要である。つまり、ＭＩＭを返さないスレーブだけのＭＣＵの構造は許され

るが、スレーブだけのＭＣＵのカスケード接続は、単純なカスケード接続を通してのみ使用可能である。 
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5.7.1 初期化 

 次は２つ、３つ、またはそれ以上のＭＣＵ相互接続に適用される。 

 ＭＣＵ間の第１チャネルが確立した時は、ＭＣＵは、５．１での端末に対する時と同様に、自分の現在

の能力セットとそれに続くＭＣＣを送信する。それぞれのＭＣＵは、他のＭＣＵからのＭＣＣの受信によ

り、そのＭＣＵの存在を認識する。 

 呼設定中に、あるＭＣＵが他のＭＣＵとだけに接続されて、端末とは一つも接続されていない状況が起

こり得る。その時、５．１にあるようなオプションのオーディオメッセージは送信しないが、送信ＢＡＳ

符号には、ＭＩＺ符号（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）が含まれている。その後、最初に端末が接続さ

れた時に、ＭＩＺ解除が他のＭＣＵに送信され、その端末からのオーディオは合成器を経由して転送され

る。 

 ＭＣＵが最初の端末と通信を確立して、二番目のポートでＭＣＣと共にＭＩＺを受信しているとき、Ｍ

ＣＵの接続されているポートでＭＩＺ解除を受信するか、自分自身が二番目の端末に接続するまでは、５．

２に進まない。 

 一般的に、ＭＣＵは他のＭＣＵを端末の場合と同様に扱い、受信した能力に従って、送信モードとＢＡ

Ｓ値を決定し、適切なビデオ切換を行う。しかしビデオのビットレートを選択しなければならないところ

では、両方のＭＣＵで同じ値が選択されることが、保証されている必要がある。マスタがすでに決定して

いるとき、スレーブは、マスタが送信しているのと同じ速度で送信する。 

 マスタの存在しない場合の基本的な運用において、（７章，８章，９章に規定されている拡張手順はさ

ておき）以下は、必須である。 

 （ａ）両方のＭＣＵがＧ．７２２－４８を宣言したならば、オーディオの送信は、５６kbit/s のＪＴ－

Ｇ７２２のみである。 

 （ｂ）もし両方のＭＣＵがＪＴ－Ｇ７２８オーディオとＧ．７２２－４８を宣言したならば、５６kbit/s

のＪＴ－Ｇ７２２が使用される。 

 （ｃ）両方のＭＣＵが、ＪＴ－Ｇ７２２オーディオでなくＪＴ－Ｇ７２８を宣言したならば、これが使

用される。 

 （ｄ）もし、異なるビデオモードが宣言されたならば、両方のＭＣＵは、ＪＴ－Ｈ３２０付図Ａ－１や、

ＪＴ－Ｈ３２０付属資料Ａといった階層化ビデオアルゴリズムによる最上位の共通モードを使用す

る。 

制約のある動作に対し、上記にて、５６kbit/s のＪＴ－Ｇ７２２を４８kibt/s のＪＴ－Ｇ７２２に置き換え

ること。 

 あるＭＣＵ－Ｍ１は、他のＭＣＵ－Ｍ２からＶＣＵを受信したら、この符号を現在Ｍ２に送っているビ

デオ信号の信号源である端末もしくはＭＣＵに転送しなければならない。もしＭ１がＭ２からＶＣＦを受

信したら、Ｍ２から受信したビデオ信号を送信している全ての端末および／または（もしあれば）ＭＣＵ

に、この符号を転送しなければならない。ＭＣＵは、ＭＣＵからのＶＣＵやＶＣＦへの応答と同じ方法で

端末からのこれらの符号に応答しなければならない。 
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5.7.2 マスタＭＣＵの決定 

 ７章、８章、９章の手順がカスケード接続で正しく作動するには、ＭＣＵの内の１つがマスタの役割を

しなければならない。７章，８章、９章の手順を使用しない場合、マスタ／スレーブ関係は、５．７．１

で定義されたような単純な運用に対して作る必要はない。３つ以上のＭＣＵがスター状に接続されている

時（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１，６章参照）に、中心のＭＣＵがマスタになる事が運用上の理由で必要と

なる。しかし、すべてのＭＣＵがＭＩＨ能力を持っている場合、これは不要となる。 

 カスケード接続では、ＭＣＵは必ずマスタを指定すべきである。競合解消手順の過度の使用を避けるた

め、７章，８章、９章の手順を使わない場合であっても、指定が必要である。ＭＣＵは競合解消手順を１

度だけ使って、マスタシップを作る必要があり、したがって、競合解消手順をそれ以上使うことは避けな

ければならない。 

 

5.7.2.1 呼に先立って決定されたマスタ 

 前もってマスタとなるように決定されたＭＣＵが、他のＭＣＵに接続されている時（ＭＣＣを受信する

ことによってそのことは分かる）、ＭＩＭを送信する。５．７．２．２の手順の結果として受信したＭＩ

Ｍ信号は、全て無視する。呼の前にマスタＭＣＵとして構成された２つのＭＣＵ両方が呼に含まれる場合、

競合を解決するには手動手順に従う。または、５．７．２．４に従って１３．２の競合解消手順を使う。 

 

5.7.2.2 ダンベルにおけるマスタの自動指定 

 もしＭＣＵがあるポートでＭＣＣ符号を受信し、そのポートでそれまでにＭＩＭを受信していなければ、

１３．２の競合解消手順を実行する。その結果、受信した番号よりも小さい番号を送信したら、そのＭＣ

Ｕはマスタとなり、他のＭＣＵに対してＭＩＭ符号を送信する。 

 

5.7.2.3 ＭＣＵが３つ以上含まれるときのマスタの自動指定 

 この節は、前もっての決定、または、５．７．２．２の手順のどちらかにより、マスタが初期に確立し

ているという仮定に基づいている。ＭＣＵの２つのドメインにおいて、それぞれ独自のマスタを持ってい

るものが、マージされるときは、５．７．２．４を参照のこと。 

 ダンベルまたはスター形態の接続では、それぞれのスレーブは直接マスタに接続し、新しい各ＭＣＵが

マスタに接続しＭＣＣとＭＩＭを受信する。このとき各ＭＣＵはスレーブになる。 

 ＭＣＵが直接マスタに接続されない状況では、手順は同じであるが、すでにスレーブになっているＭＣ

ＵがＭＩＭを別のＭＣＵへ送信し、階層的な接続をする。新しいＭＣＵから見ると、その「スレーブ」は

マスタであるが、その「スレーブ」ＭＣＵは単に階層をさかのぼってコマンドを渡し、真のマスタの応答

を待つだけである。混乱を避けるには、複数のＭＩＭが一つのスレーブに同時に処理されないようにする。 

 直接マスタに接続されていないスレーブＭＣＵは、その能力セットの中にＭＩＨ（多地点指示階層）機

能を持たねばならないことに注意する。この機能を使って、ＭＣＵは複数レベル階層をサポートできない

ＭＣＵと、サポートできるＭＣＵとの区別をする。複数レベル階層にはマスタ、およびそれぞれのレベル

のスレーブの両方についての運用が追加されるので、３レベル以上の階層の中のすべてのＭＣＵはＭＩＨ

機能を持たねばならない。 

 このようなマスタ／スレーブ網は、中心にマスタＭＣＵを持つ必要がないので、マスタはスレーブＭＣ

Ｕのツリーの「ルート」にあってもよい。この手順を使用するには必ず ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを使っ

て、ＭＣＵの合計３つ以上の層をコントロールする必要がある。階層が大きくなるにつれＢＡＳ処理の遅

延が蓄積するからである。 
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5.7.2.4 マスタ／スレーブドメインのドメインマージ 

 指定されたマスタ（おそらく、前もってマスタとして決定された単一ＭＣＵ）とそのＭＣＵの１つのグ

ループが、このような別のグループと結合する場合、上手に管理すれば競合を取り除くことができる。し

かし、競合解消手順を使うと自動的に競合を取り除くことができる。次にその例を示す。 

 ａ） マスタ同士は直接接続される。各々ＭＩＭを受信し、競合は競合解消手順を使って解決される。

一方のＭＣＵとその全サブツリーのスレーブが、勝った方のＭＣＵのスレーブになる。 

 ｂ） マスタ同士は１つまたは複数のスレーブＭＣＵを介して接続される（注意：この手順はＭＩＨ機

能のあるＭＣＵによってサポートされている）。スレーブは第２のＭＩＭを受信すると、それをマ

スタのツリーへ転送し、マスタは競合解消手順を利用して応答する。スレーブはパスを保存しなけ

ればならない。このパスによりＭＩＭはそのスレーブにたどり着き、その結果、ＭＩＭは適切な

ポートによって競合解消手順を実行できる。特定の瞬間に特定のＭＣＵ上で、競合解消手順の適用

を複数にわたって実行することはできない。競合解消手順の中に記述されたタイマは、提供者が決

定した時間だけ延長すべきである。タイマの延長時間は会議に参加しているＭＣＵの数によって決

めるべきである。 

 ドメインマージの間のＭＣＵ再番号付けについては、７．３．１．１で説明する。 

 

5.8 会議の終了 

 もし会議が、端末を順に切断ことにより終了するならば、一つだけの端末が接続されたままになってい

る時に、ビデオ等の喪失の理由をユーザーが明確に分かるようにするために、ＭＩＺを送ってもよい。 

 

5.9 ユーザ初期化接続確立 

 ダイヤルイン会議ができるように構成されているＭＣＵへ、端末はダイヤルインできる。このＭＣＵは、

ダイナミックダイヤルアウトとプリセットダイヤルアウトをサポートできるように構成されており、端末

との接続ができる。ダイナミックダイヤルアウトの運用は制御可能である。たとえば、ＪＴ－Ｔ１２０シ

リーズを実装した端末でのＪＴ－Ｔ１２４の運用によって、あるいは、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ以外を実

装した端末にてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０で記述されている数値をいわゆる“ＢＡＳ ＤＴＭＦ”コマン

ドが使うことによって、あるいは、その他の方法を使うことによってダイナミックダイヤルアウトの運用

は制御可能である。 

 会議の進行中にダイヤルアウトを初期化する目的で使用する一連の数値については、本標準が扱う範囲

を超える。ユーザ初期化ダイヤルアウトから起こるＭＣＵの能力不足を解消する方法についても本標準の

範囲を超える。 

 

 

６．ビデオ切替と合成 
6.1 ビデオ切替手順 

 ２つのケースが考えられる：いくつかのＭＣＵでビデオ信号が何の処理もなく切替えられたり、他方、

ビデオが切替えられる時、出力信号の誤り訂正フレームを中断しないように処理されてもよい。 
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6.1.1 ビデオ合成を行わない場合 

 端末Ｂからビデオ信号を現在受信している端末Ａに、その代わりとして端末Ｃからのビデオ信号を送信

することをＭＣＵ内で決定した時、次の手順が使われる（ＶＣＦ、ＶＣＵ符号はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３

０に示されている）。 

 （ａ）ＭＣＵは適当な時に端末ＡへＶＣＦを送信し、そして端末Ｃからの画像が端末Ａへ向かって送ら

れるようにビデオを切り替える。 

 （ｂ）端末ＡはＶＣＦを受信し、現在表示されている画像をフリーズする；次のデコードされるビデオ

情報を無視するが、誤り訂正フレームを捜すことと画面凍結解除コマンドのために画像ヘッダの監

視を続ける。 

 （ｃ）端末Ａへの入力ビデオが端末Ｂの画像から端末Ｃの画像へ変わる時、誤り訂正フレーム同期は失

われ、回復にタイムＴを費やすだろう。この時間はビデオビットレートと他の要素に依存する（Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２参照）。 

 （ｄ）Ｔ以上時間が経過した後で、ＭＣＵは端末ＣへＶＣＵを送信する。 

 （ｅ）ＶＣＵの受信により、端末Ｃは画面凍結解除コマンドと一緒に画面更新モード（ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２６１、Ｈ２６２、Ｈ２６３／４．３．２）で次のビデオフレームを送信する（脚注２）。 

 （ｆ）画面凍結解除コマンドの受信により、端末Ａは着信復号画像の表示に戻る。 

 

注：上記の手順の間、連続して端末Ｃの画像を受信している他の端末ユーザは、それにも関わらず画

面更新モードを使用しているために、やはり切替動作に気付くだろう：これは１枚の新しい画面

の送信であり、ビデオのビットレートに反比例した時間だけかかる－３２０kbit/s でこの時間は

約０．５秒かかるであろう。 

 

 ビデオ合成可能なＭＣＵでは、エラー訂正フレームの切り替えを削除することにより、スピードアップ

をはかれるかもしれない。これにより端末における再同期の必要性がなくなるからである。これは余分な

標準化を必要とせず、提供者の裁量にまかされる。 

 

（脚注２）ＪＴ－Ｈ２６１とＪＴ－Ｈ２６３の両方において，画面凍結解除はＰＴＹＰＥフィールドに含

まれる。ＪＴ－Ｈ２６２では画面凍結解除はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０の付属資料Ａに記述さ

れているとおりに送信される。３つの全ての場合において、画面凍結解除はビデオストリーム

に含まれる。 

 

6.1.2 ビデオ合成がある場合 

 ビデオ合成ＭＣＵにおける切替は以下の方法で行う。 

ビデオ合成器経由で端末Ｂからのビデオ信号を受信している端末Ａに，端末Ｂのかわりに端末Ｃからの

ビデオ信号を送信することをＭＣＵ内で決定した時、次の手順を用いる（ＶＣＦ，ＶＣＵの符号はＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｈ２３０で定義されている）。 

 

 注２：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１とＪＴ－Ｈ２６３では両方共に画面凍結解除コマンドはＰＴＹＰＥ 

ＦＩＥＬＤに含まれている。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２では、画面凍結解除コマンドはＴＴＣ標

準Ｈ３２０付属資料に記述され、送信される。全ての３つの例において、画面凍結解除コマンド

は、ビデオストリームに含まれる。 
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ａ）ＭＣＵはビデオ合成器に，端末Ｂからの信号が適切な時点に切り替えられることを通告し，端末

Ｃからビデオ合成器に画像が送られるようにビデオを切り替える。 

ｂ）端末Ａはビデオフレームの受信を続け、この切替による不連続性がないことを通知する。しかし、

ビデオ合成器は端末Ｃからの誤り訂正フレーム系列を捜す間、ＦＥＣフィルブロック、あるいはブ

ランクスクリーン、あるいはほかの画像（たとえば以前の完全な画像の繰り返し）を挿入するかも

しれない。この回復には時間Ｔがかかるが、これはビデオビットレートや他の要素に依存する（Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２を参照）。 

ｃ）時間がＴ経過後あるいはフレーミングが復帰した時点で、ＭＣＵは端末ＣにＶＣＵを送る。 

ｄ）ＶＣＵを受け取りしだい、端末Ｃは画面凍結解除コマンドと一緒に、画面更新モード（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｈ２６１、Ｈ２６２、Ｈ２６３ ５．３．２参照）で、次のビデオフレームを送る。ビデ

オ合成器はＪＴ－Ｈ２６１、Ｈ２６２又はＨ２６３ストリームから画面凍結解除コマンドを取り除

く責任がある。端末Ｃから画面凍結解除が到着した時点で、ビデオ合成器は端末Ａに向かって送ら

れているすべての画像の伝送を中止し、端末Ｃからの画像を送信する 

 上記の手順において、切替は画像の境界で行われることに注意せよ。合成された画像の１つ以上、合成

されている全画像数以内、の部分を同時に切り替えてもよい。これは、切り替えられている各々の端末に

ついて、上記のステップを並列に繰りかえすことにより実行される。 

 

6.2 ビデオ合成 

 ＡＶ会議に対して一般的に要求される能力として、視聴者サイトを除く、１つ以上のサイトの同時視聴

の能力である。オプションとしては視聴者サイトも含まれる。１度にいくつのサイトを見れるかというこ

とを考えずに、ビデオ合成にこの能力を委託することで、ＭＣＵはこの能力を持つことができる。この節

においては、ＭＣＵのところにビデオ合成を置いた構成にしている。複数の端末が合成されたビデオ画像

を受け取る間、それらは合成された画像（たとえばスプリット画面）を送るかもしれないが、２レベルの

ビデオ合成はほとんど役にたたない画像になってしまうかもしれないことに注意しなければならない。 

 図１／ＪＴ－Ｈ２４３はＭＣＵに入る４つの独立したＪＴ－Ｈ２２１マルチメディア多重化信号を表し

ている。それらは複合メディアストリームに分離され、ビデオストリームはビデオ合成器により一つの複

合画像に混合される。ビデオプロセッサの動作としては２つの一般的な方法がある。 

ａ）画素領域における画像複合化をともなった、フル規格のビデオ符号化／復号サイクルの実装によ

る方法 

ｂ）低遅延の意図により、画像複合化に結合した部分的な復号あるいは無復号の実装による方法。お

そらく修正されたＪＴ－Ｈ３２０端末を使うことができるであろう。 

どちらの場合にもいくつかのＭＣＵは、入力ＱＣＩＦ画像を出力ＣＩＦ画像に合成するためにＪＴ－Ｈ２

２１の非対称性を利用するかもしれない。両方の場合においてビデオ合成ＭＣＵは正しくはＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ３２０の１９９０、１９９３、１９９６年版に適合し、ＣＩＦもまたサポートすべきである。ＱＣ

ＩＦイメージの解像度は合成された画像の表示に適さないかもしれないので、ＱＣＩＦのみの端末はビデ

オ合成のためには適さないであろう。標準化され合成されたビデオのレイアウトは、ＣＩＦ画像として定

義されることに注意のこと。 
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図１／ＪＴ－Ｈ２４３ ビデオ合成の例：４画面表示 

(ITU-T H.243) 

 

 

 ＪＴ－Ｈ３２０端末に対する修正（１９９０／１９９３／１９９６版ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０に関し

て）を含むシステムについては、端末内でのビデオ合成に基づくシステムとして、今後の研究が必要であ

る。合成の手順は、ＣＩＦの出力イメージフォーマットが規定されているだけで、どんな入力イメージ

フォーマットもＪＴ－Ｈ２６１、Ｈ２６２、Ｈ２６３に適合すると記述している。ＣＩＦ以外の出力

フォーマットに対する画面合成手順について今後の研究が必要である。 

  ＭＣＵによってビデオ合成がどのようになされるかにかかわらず、ＭＣＵから与えられる画像をユーザ

が制御することを許可するＶＣＢ、ＭＣＶそしてＶＣＳに、制御の命令セットは類似している必要がある。

これらの制御信号はすべての画像複合化に対して同じである。それらのコマンドは複雑にすることができ

るので、ＭＬＰチャネルを使ったＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの一部として標準化される。ビデオ

合成に関するＪＴ－Ｈ２４３コマンドとＪＴ－Ｔ１２０シリーズコマンドとの間の相互作用についての議

論は１５章を参照。ＭＣＵは会議ごとにただ一つの合成画像を用意してもよいし、たとえば個々の端末ご

とに違うというようにもっとたくさん用意してもよい。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを使った画像複合化命令を出す能力がない端末は、提供者によって

決められた規則にしたがって合成された画像を受信するであろう。そのような規則の例としては次のよう

なものが含まれる： 

ａ）合成画像内に、声の大きいＮ人の発話者を含む、 

ｂ）合成画像内に、会議における最初のＮのグループを含む、 

ｃ）合成画像内に、もっとも最近のＮ人の発話者を含む、 

ｄ）合成画像内に、あらかじめ決めてある、サイトのリストを含む。 

この手順の詳細はこの標準の範囲外である。しかし機能強化された端末からの命令が欠如しても、画像の

空間的配置ができるための方法を、ビデオ合成能力を備えたＭＣＵはあらかじめ用意すべきである。視聴

しているグループが複合化画像の中に含まれるかどうかは、提供者の裁量にまかされる。    

JT-H221 
多重化信号 ＃１ 

多重化器 

多重化器 

多重化器 

多重化器 

JT-H221 
多重化信号 ＃２ 
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多重化信号 ＃３ 

JT-H221 
多重化信号 ＃４ 

分離器 

分離器 

分離器 

分離器 

ビデオ合成器 

JT-H261 
複合画像 

JT-H261 

JT-H221 
多重化信号出力 

データの方向 
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6.2.1 画像配置の方法 

 図２～４／ＪＴ－Ｈ２４３と表４／ＪＴ－Ｈ２４３に定義された８種類の画像配置を示す。ＭＣＵは定

義されている方法のすべて、あるいは一部をサポートするであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２／ＪＴ－Ｈ２４３ ２画面表示における部分画像の位置番号 

(ITU-T H.243) 

 

 

  図２、３、４／ＪＴ－Ｈ２４３における部分画像フォーマットは、以下のことを許可する。 

１） 端末が、適切な部分画像上に端末ＩＤ文字列をオーバーレイ表示をすること、さらに、 

２） 端末が、もし望むならばサブプロセスを実行すること。 

複合化はＣＩＦに対してだけ定義されており、すべての部分画像の境界はＪＴ－Ｈ２６１／Ｈ２６２／Ｈ

２６３のマクロブロック境界である。画素境界はマクロブロック境界（脚注３）から計算することができ

る。２種類においては、画像は合成される前に切りとられる。切りとりにおける性質は定義されており、

要求される性質つまり境界の可視性、その色など、は提供者の裁量にまかせる。ＪＴ－Ｈ２６１／Ｈ２６

２／Ｈ２６３とは異なり、この節ではマクロブロックの格子番号を利用する。（１、１）は上左隅であり

（１８、２２）は下右隅である。図５／ＪＴ－Ｈ２４３に示すように、（Ａ、Ｂ）においてＡは列の番号

で、Ｂは行の番号である。 

（脚注３）：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１、Ｈ２６２そしてＨ２６３において、マクロブロックは同じであ

るが、ＪＴ－Ｈ２６１とＨ２６３のＧＯＢ（ブロック群）において同じではない。ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｈ２６２においてＪＴ－Ｈ２６１／Ｈ２６３ＧＯＢと等価なものはスライスであり、

それはＧＯＢとは別に定義される。 

 

ａ）２画面表示 図２（ａ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、２つの画像を横に並べて、アスペクト比を変えず、表示領域の上４

マクロブロックと下５マクロブロックを塗り消して伝送する。 

 

１ 

 

２ 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

（ａ） （ｂ） 

（ｃ） （ｄ） 
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ｂ）２画面表示 図２（ｂ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、２つの画像を横に並べて、アスペクト比を変え、塗り消しはしない

で、伝送する。もとの各ＣＩＦ画像において、ＭＣＵにより切りとられる領域は、複合化前の各画

像の左端の５マクロブロックと右端の６マクロブロックと定義される。 

ｃ）２画面表示 図２（ｃ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、２つの画像を上下に並べて、アスペクト比を変え、塗り消しはしな

いで、伝送する。もとの各ＣＩＦ画像において、ＭＣＵにより切りとられる領域は、もとの各ＣＩ

Ｆ画像の上端の５マクロブロックと下端の６マクロブロックと定義される。 

ｄ）２画面表示 図２（ｄ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、２つの画像を上下に並べて、アスペクト比を変えず、縁どりを行い、

伝送する。合成されたＣＩＦ画像の縁どりは、左端の５マクロブロックと右端の６マクロブロック

に行う。もとの画像に対する切りとりはない。 

ｅ）４画面表示 図３（ａ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、４つの部分画像を図のように配置して伝送する；縁どりあるいは切

りとりは必要ない。 

ｆ）９画面表示 図３（ｂ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、９つの部分画像を図のように配置して伝送する；ＭＣＵにより、表

示領域の右端のマクロブロックの列（＃２２）が切りとられる。 
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図３／ＪＴ－Ｈ２４３ ４画面表示、９画面表示、１６画面表示における部分画像の位置番号 

(ITU-T H.243) 

 

 

ｇ）１６画面表示 図３（ｃ）／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、１６の部分画像を図のように配置して伝送する；もとの画像に対す

る、縁どりあるいは切りとりは必要ない。表示領域の上端１行（＃１）、下１行（＃１８）および

左１列（＃１）、右１列（＃２２）のマクロブロックが切りとられる。 

ｈ）混合表示 図４／ＪＴ－Ｈ２４３： 

この機能を持ったＭＣＵでは、６つの部分画像を図のように配置して伝送する；もとの画像に対す

る、縁どりあるいは切りとりは必要ない。ＭＣＵにより、表示領域の右端のマクロブロックの列

（＃２２）が切りとられる。この画像の他の変形はローカルな処理により作ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４／ＪＴ－Ｈ２４３ 混合表示における部分画像の位置番号 

 (ITU-T H.243) 
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８ 

 
９ 

（ａ）４画面表示 （ｂ）９画面表示 

（ｃ）１６画面表示 
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表２／ＪＴ－Ｈ２４３ 

(ITU-T H.243) 

 

ＪＴ－Ｈ２２１付表Ａ－１の中のＬＳＤコマンドの番号付けに従う。 

ＪＴ－Ｈ２３０のＳＢＥ番号を使う｛ＤＣＡ－Ｌ，＜Ｂ＞｝の＜Ｂ＞を符号化する。 

 

＜Ｂ＞値 要求される速度 

０ 予約 

１ ３００bit/s ＬＳＤ 

２ １２００bit/s ＬＳＤ 

３ ４８００bit/s ＬＳＤ 

４ ６４００bit/s ＬＳＤ 

５ ８０００bit/s ＬＳＤ 

６ ９６００bit/s ＬＳＤ 

７ １４４００bit/s ＬＳＤ 

８ １６kbit/s ＬＳＤ 

９ ２４kbit/s ＬＳＤ 

１０ ３２kbit/s ＬＳＤ 

１１ ４０kbit/s ＬＳＤ 

１２ ４８kbit/s ＬＳＤ 

１３ ５６kbit/s ＬＳＤ 

１４ ６２．４kbit/s ＬＳＤ 

１５ ６４kbit/s ＬＳＤ 

１６－３０ 予約 

３１ 可変－ＬＳＤ 

３２ ＭＣＵは最大共通速度を選択 

３３ ＭＣＵは最小共通速度を選択 

３４ 現状の速度を使用 

３５ ＭＬＰチャネルで送信権制御を使用するＪＴ―

Ｔ１２０シリーズとＨ．２２４ 

３６－２５５ 予約 
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表３／ＪＴ－Ｈ２４３ 

(ITU-T H.243) 

 

番号付けはＪＴ－Ｈ２２１付表Ａ－２による。 

ＪＴ－Ｈ２３０のＳＢＥ番号を使う｛ＤＣＡ－Ｈ，＜Ｂ＞｝の＜Ｂ＞を符号化する。 

 

＜Ｂ＞値 要求される速度 

０ 予約 

１ 可変ＨＳＤ（Ｒ） 

２－１６ 予約 

１７ ６４kbit/s ＨＳＤ 

１８ １２８kbit/s ＨＳＤ 

１９ １９２kbit/s ＨＳＤ 

２０ ２５６kbit/s ＨＳＤ 

２１ ３２０kbit/s ＨＳＤ 

２２ ３８４kbit/s ＨＳＤ 

２３ ７６８kbit/s ＨＳＤ 

２４ １１５２kbit/s ＨＳＤ 

２５ １５３６kbit/s ＨＳＤ 

２６ 可変ＨＳＤ 

２９－３１ 予約 

３２ ＭＣＵは最大共通速度を選択 

３３ ＭＣＵは最小共通速度を選択 

３４ 現状の速度を使用 

３５－２５５ 予約 
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1,1                     1,22 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

18,1                     18,22 

 

図５／ＪＴ－Ｈ２４３ ビデオ合成におけるＪＴ－Ｈ２６１マクロブロックの番号 

(ITU-T H.243) 
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表４／ＪＴ－Ｈ２４３ 複合化における部分画像への分割 

 (ITU-T H.243) 

 

名前と図の番号 合成画像における垂

直 方 向 のマクロブ

ロックの分割点（上

から下へ） 

合成画像における水平

方向のマクロブロック

の分割点（左から右

へ） 

備考（ＭＢはＪＴ－Ｈ２

６１／２でのマクロブ

ロックのこと） 

Ｍｉｘ番号 

（VIC M で

使用） 

２画面表示  

 ２（ａ） 

 

 4/5, 13/14  11/12 上４ＭＢ、下５ＭＢは縁

取り 

 1 

２画面表示  

 ２（ｂ） 

 

 なし  11/12 元の画像の切取りが必要  2 

２画面表示  

 ２（ｃ） 

 

 9/10  なし 元の画像の切取りが必要  3 

２画面表示  

 ２（ｄ） 

 

 9/10  5/6, 16/17 左５ＭＢ、右６ＭＢは縁

取り 

 4 

４画面表示  

 ３（ａ） 

 

 9/10  11/12   5 

９画面表示  

 ３（ｂ） 

 

 6/7, 12/13  7/8, 14/15, 

 21/22 

右端に１ＭＢの縁取り  6 

１６画面表示  

 ３（ｃ） 

 1/2, 5/6, 

 9/10, 13/14, 

 17/18 

 1/2, 6/7, 

 11/12, 16/17, 

 21/22 

上端と下端の１ＭＢ，左

端と右端の１ＭＢがそれ

ぞれが欠ける 

 7 

合成画面表示  

 ４ 

 

 6/7, 12/13  7/8, 14/15, 

 21/22 

右端に１ＭＢの縁取り  8 
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6.2.2 ビデオ合成手順 

 ＭＣＵが合成画の表示を開始する時、全ての端末に Video Indicate Compose（ＶＩＣ）と＜Ｍ＞の２つの

ＳＢＥを送信する。ここで＜Ｍ＞は、表４／ＪＴ－Ｈ２４３で使用される合成番号である。ＭＣＵは、新

しい標準化された合成画に変える毎にＶＩＣ＜Ｍ＞を送信しなけらばならない。もし＜Ｍ＞の値がゼロな

らば、ＪＴ－Ｈ２４３の合成画方法は使用されておらず、端末は合成画を処理する前に付加情報を要求し

てもよい。８より大きいＭの値は、予約済みである。 

 合成画が用いられる時、＜Ｍ＞＜Ｔ＞の組と図２～４／ＪＴ－Ｈ２４３で示されるサブ画面番号Ｎが後

に続くＶＩＮ２によりＶＩＮが置き換えられる。送られたＶＩＮ２数は合成されたイメージに表示される

サブ画面数に等しい。特定の端末からの実際のビデオ信号（前に保存されたイメージとは反対に）が合成

されたイメージの領域に表示されるまでは、ＶＩＮ２はサブ画面のために送られない。端末に関連したＩ

Ｄ文字列をオプションとして要求することや、合成イメージ上へオーバレイでそれら文字列をオプション

として表示することに対して、端末は責任を持つ。端末は、受信したイメージの処理を進めるのに、ＶＩ

Ｃから表４／ＪＴ－Ｈ２４３の画面構造の知識を使用してもよい。 

 ある端末が合成画像から除かれて新しい画像に置き換わらない時、サブ画面領域がブランク或いは既に

ＭＣＵによって供給されるメッセージ或いはイメージで置き換えられていることを示すＭ＝Ｔ＝０の｛Ｖ

ＩＮ２＜Ｍ＞＜Ｔ＞＜Ｎ＞｝が送られる。ＭＣＵは、一般的に、極端に急激なサブ画面位置或いは合成イ

メージの変更を回避すべきである。しかし、回避する適当な方法については提供者に委ねられる。 

 もしＶＩＮ２の＜Ｎ＞、＜Ｍ＞、＜Ｔ＞が０の場合、ＭＣＵが端末識別文字列をオーバレイしており、

端末はこの機能を実行する必要がないことを示している。 

 ＭＣＵが画面合成動作を終了する時、全ての端末にＶＩＮを送信してビデオ切替動作に戻ることを示さ

なければならない。 

 ＶＩＮ２やＶＩＣをサポートした端末からの指示としてＭＣＵはＶＩＭ（Video Indicate Mixing）能力を

解釈しなくてはならない。ＶＩＭ能力を持つ端末が合成イメージを表示している間、ＭＣＵはＶＩＭ能力

を持たない端末に対して、ＶＩＮと合成イメージを送ることに関して、以下のルールに従わなくてはなら

ない。 

 ａ）ＶＩＭ能力を持つ端末にＶＩＣが送られた場合、全てのＶＩＭ能力を持たない端末にＶＩＮ＜Ｍ＝

０＞＜Ｔ＝０＞が送られなくてはならない。１９９０／１９９３年式端末上でこの通知の明確な影響

は明確には知られていないが、未定義の端末ＩＤが表示される。 

 ｂ）合成画面（表４／ＪＴ－Ｈ２４３の合成番号８）が送信されているときは、＜Ｍ＞＜Ｔ＞のペアー

は最も大きい部分（５）のものと一致させるべきである。 

 ｃ）それ以外の合成画面が送信されているときは、＜Ｍ＞＜Ｔ＞ペアーは提供者の判断によって、一番

新しく参加した端末か、または最も大きな声の発言者のものと一致させるべきである。 

 もし、ＭＣＵがビデオ合成自身の中に端末識別文字列をオーバレイしている場合、ＶＩＮ＜０＞＜０＞

を送信した後にＶＩＭ能力を持たない端末に対しＶＩＮを送信してはならない。また、ＭＣＵは提供者の

判断で、ＶＩＭ能力のない端末に対してはＶＩＮのあいまいさを避けるため合成されていない画面のみを

送信するようになっているかもしれないことに注意せよ。 

 

6.2.3 ＭＣＶとの関連 

 画面合成が行われているときにＭＣＵがＭＣＶを受信した場合、ＭＣＵは合成画面をＭＣＶを送信した

端末からのビデオに置き換えるべきである。ＭＣＶ解除が送信されたときは、何かの外部手段あるいはＭ

ＣＵの内部アルゴリズムによって中断されない限り画面合成を続けなければならない。ＭＣＶは提案に過

ぎない。ある提供者はＭＣＶを画面合成より優先させるかもしれないし、他の提供者はそうでないかもし

れない。 
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6.2.4 ＶＣＳとの関連 

 画面合成使用中は、ＶＣＳを送信した端末に対して、合成画面をＶＣＳによって要求されたビデオに切

り替えるべきである。ＶＣＳ解除が送信されたときは、何らかの外部手段あるいはＭＣＵの内部アルゴリ

ズムによって中断されない限り、ＶＣＳ解除を送信した端末へ合成画面を送信するべきである。ＭＣＶは

提案に過ぎず、提供者はＶＣＳを画面合成より優先するモードとそうでないモードの二つをＭＣＵに与え

ることを望まれるかもしれない。 

 

6.2.5 議事制御との関連 

 議長が会議から端末を退場させたとき、その端末から送信されている画像は合成画面から外される。な

くなった画像の代わりにどんな画像（他の発言者か、ブランク画面か）を置き換えるかの選択は、提供者

の判断にゆだねられている。 

 議長が新しい同報元を選択した場合、画面合成は終了し、ＭＣＵはビデオ切替動作に戻る。議長がＶＣ

Ｂ解除を送信した場合は、何らかの外部手段あるいはＭＣＵの内部アルゴリズムによって中断された場合

を除いて、画面合成が復活する。 

 

6.2.5.1 画面合成とカスケード 

 カスケード接続された２台のＭＣＵ間のリンク上には一種類のビデオ画像しか伝送できないことから、

画面合成とカスケードとの関連は特殊なケースを引き起こす。スレーブＭＣＵは最も新しい選択画面をマ

スタＭＣＵへ伝送するであろう。マスタＭＣＵは、マスタＭＣＵおよび全スレーブＭＣＵに接続された全

ての会議参加者に送信される画像を合成する。各スレーブからのビデオは合成画面内に同時にひとつずつ

しか見れない点に注意すべきである。とは言っても、マスタＭＣＵに接続された端末からのビデオはひと

つ以上同時に見えるであろう。この現象を改善できる広帯域のＭＣＵカスケードリンクの追加については、

今後の検討課題である。マスタ／スレーブなしのやり方の場合も今後の検討課題である。 

 

6.3 自動切替とビデオ選択強制 

 この章の全てのビデオ切替動作は６．１の手順で行う。 

 オーディオ切替が使用される時、ビデオ信号の自動切替はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１の５．２．４で記

述されているように端末から送られる音量により制御される。この音声起動によるビデオ切替は、ＶＣＢ、

ＭＣＶ、ＶＣＳそして ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの会議制御、ＭＣＵ或いはアウトバンド制御装置より無

効とされるまで、ビデオ信号の開始から有効である。 

 もしオプションの端末番号が割り当てられているなら（７章参照）、各々の出力信号の中でＭＣＵは

｛ＶＩＮ、＜Ｍ＞、＜Ｔ＞｝符号を使用して、送っているビデオの端末番号を定期的に（各ＢＡＳコマン

ド周期で）送信する。従って適切な能力を持っている全ての端末は、ビデオを使ってこのＩＤ（番号また

は名前）を表示してもよい（７．４参照）。 

 

6.3.1 ＶＣＢ (Video Command Broadcast) 

 ９．４．１参照 

 

6.3.2 ＭＣＶ（Multipoint Command Visualisation） 

 端末はＭＣＶ符号（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）を送信することにより、音声起動を無視して、他

の全ポートに自局のビデオ信号を同報することを、ＭＣＵに強制することができる。信号を出した端末が、

同報をこれ以上要求しないときには、端末はＭＣＶ解除符号を送信しなければならない。 

 ＭＣＶの手順は、２つがある。ひとつは、末端ＭＣＵのどちらかの一端あるいは中間ＭＣＵのリンクに、 
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ＭＶＣ（MultipointVisualizationCapability）能力がない時に使用する場合である。ふたつめは、より好まし

いものであるが、末端ＭＣＵの両端あるいは中間ＭＣＵのリンクが、ＭＶＣ能力を持っている時に使用す

る場合である。ＭＶＣは、リンクバイリンク方式において有効である；ＭＣＵは、自局の能力セットを再

宣言する権利を与えられているからとしても、次のことに注意しなければならない。ある実装において、

もし他に設置されているＭＣＵがＭＶＣを持っていないならば、ＭＶＣ能力を取り除くことを選択しても

よく、またある実装において、それらＭＣＵがビデオ選択のなされる時期を決定する適当な方法を持って

いるならば、他のＭＣＵにかかわらず、ＭＶＣ能力を表示してもよい。 

 両方の手順において、配送中のビデオの情報源となっている端末に、どのビデオ信号が送信されるかを

選択するための規定はない。そのローカルＭＣＵは、以前のビデオ信号か、利用できるなら議事制御端末

TM からのビデオ信号か、切替（例えば２０秒で１回）方式あるいは、ＭＣＵ提供者の裁量による他の方

式により利用できるビデオ信号を、転送してもよい。 

 

6.3.2.1  ＭＶＣ能力がない場合の手順 

 直接接続されている端末または他のＭＣＵからＭＣＶを受け取った時に、もしＭＶＣが既に実施中でな

いならば、ＭＣＵはそのポートから、直接接続される端末とＭＣＵ間接続を含むすべてのポートへ、ビデ

オを切り替える。また、ＭＣＶを送信した以外の、他のＭＣＵへもＭＣＶを転送する。これを実行し、同

報を行っている端末へ、ＭＩＶを送信する。当該端末は同報の必要がなくなったら、ＭＣＶ解除符号を送

信する。その会議でその端末がこれ以上、他から見られないことになったとき、ＭＣＵは音声起動に戻り、

端末へＭＩＶ解除を送る。また他のＭＣＵにＭＣＶ解除を転送する。他のＭＣＵは、受信したＭＣＶ解除

を転送すべきではない。 

  あるポートでＭＣＶを受信した場合、もしＭＣＵが他のポートからのＭＣＶ受信による ビデオ選択

フェーズが有効であるなら、ＭＣＵはＶＣＲを返すことで、ＭＣＶの動作をしてはならない。ＭＣＶの動

作は、ＭＣＶの受信前、かつＭＣＶ解除を受信するまでに、ＭＣＵが受け取ったであろういくつかのＶＣ

Ｓコマンドを無視する。一度ＭＣＵがＣＩＴを送信することにより議事制御権を割り当て、同報者がＶＣ

Ｂ（９章参照）の使用を指示されるか、または、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを使用した議事制御期間はＭＣ

Ｖを動作させてはならず、代わりにＶＣＲを転送しなければならない。ＭＣＶの衝突が起きた場合、最初

にＭＣＶを受信したＭＣＵを優先するべきであり、そして、次にＭＣＶを受信したＭＣＵは、ＭＣＶを送

信した端末にＶＣＲを送るべきである。これは、他の端末より優先順位の高い議長端末のような特別な端

末に対して提供者の自由裁量に任される。マスタ／スレーブのないモードでは、この競合解消手順は、そ

のようなすべての衝突を処理するために使用されなければならない。 

 

6.3.2.2 相互に宣言されたＭＶＣ能力の手順 

 端末-ＭＣＵ、あるいは中間ＭＣＵのリンクの両端がＭＶＣ能力を宣言したとき、次の手順が使用され

る。 

  この手順は主にＭＣＶとＭＣＶ解除コマンドに対する応答に影響し、ＭＶＣ なしで使用される場合と

は異なる。可視化がなされれた端末に対する肯定応答としてＭＶＡを規定している。そしてそのために望

ましい方法である。 

注：ＭＩＶは同じく、1 台あるいはそれ以上の他の端末によって見られるので、同報者になる端

末（標準的なＭＩＶ手順によって）によって受信される。しかしながら、ＭＩＶの受信が端末が

すべての他の端末で見られていることを意味すると解釈されるべきではない。ＭＶＡだけがこれ

に表示を与える。 

  これらの手順で応答が受信されるまで、ＭＣＶやＭＣＶ解除は、送信側によって、繰り返されるべきで 

ある。以下に記述するように、ＭＣＶあるいは、ＭＣＶ解除符号を受信するごとに、ＭＶＡあるいはＭＶ 
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Ｒを１回送信しなくてはならない。 

  ＭＣＶの動作は、ＭＣＵがＭＣＶの受信前、そして、ＭＣＶ解除を受信するまでに受信するＶＣＳコマ

ンドを無視する。ＣＩＴを送信することによって、ＭＣＵが議長制御のトークンを指定した同報者が（９

章参照） ＶＣＢを用いて指定された時点で、次のようにＭＣＶに動作しなくてはならない。 

 

１． ＭＣＶが、現在、同報している端末（すなわち、ＶＣＢコマンドで識別される端末）から受信

される場合、ＶＣＢによる影響で実際にビデオ選択をしたときに、ＭＣＵは、ＭＶＡで応答しな

くてはならない。 

２． 他の場合は、ＭＶＲで応答することによって、ＭＣＶはＭＣＵで拒絶されなくてはならない。 

 

  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを使用する議長制御セッション間は、ＭＣＵがＭＣＶに動作しては

ならず、その代わりＭＣＵは、ＭＶＲで返答しなければならない。また、ＭＣＶの「衝突」が発生した場

合、最初に受信したＭＣＶは優先順位を持つべきである。そして、２番目の送信者には、ＭＶＲが送られ

るべきである。これは、製造者の裁量において、議長端末のような他の端末より優先順位の高い特別な端

末に与えられることが可能である。非マスター／スレーブのモードにおいて、競合解消手順が、これらす

べての衝突を処理するのに使用されなくてはならない。 

 

6.3.2.2.1 マスターＭＣＵおよびカスケード接続でない会議でのＭＣＵ に対するＭＣＶ動作 

  ＭＣＶを受信した時、すでにＭＣＶが別のポートのために実施されていならば、ＭＣＵは直接接続され

たすべての他のポートを通して、要求しているポートからのビデオに切り替えなくてはならない。またＭ

ＣＵ 間のリンクの中で、ＭＣＶを送信してきたＭＣＵ以外のすべてのＭＣＵへ、ＭＣＶを転送しなくて

はならない。ＭＣＵは、その後、ＭＣＶを受信したポートに、ＭＶＡを送信しなくてはならない。 

  もし、ＭＣＶを受信したとき、すでにＭＣＶが他のポートに作用している、あるいは、ＭＣＶがより優

先順位の高い切替要求（例えば、ＶＣＢ）のために却下される場合、ＭＶＲを要求するポートに送信しな

ければならない。 

  ＭＣＶ解除の受信時、ＭＣＵは音声起動に戻り、ＭＣＶ解除を送信してきた以外のすべてのＭＣＵにＭ

ＣＶ解除を転送し、そしてＭＣＶ解除を受信したポートに、ＭＶＲを送信しなくてはならない。 

 

6.3.2.2.2 スレーブＭＣＵに対するＭＣＶ動作 

注：下記の手順において、マスターＭＣＵに直接接続されていないスレーブＭＣＵは、ＭＣＶ、

ＭＣＶ解除、ＭＣＡ、あるいはＭＶＲを送出しているＭＣＵを 5.7.2.3 に記述されているように、

取り扱わなければならない。 

  マスターＭＣＵからのＭＣＶを受信した場合、スレーブＭＣＵは、他の全てのポートを通して、マス

ターＭＣＵポートからのビデオに切り替え、ＭＣＶを送信したＭＣＵ以外の全てのＭＣＵへ、ＭＣＶを転

送しなければならない。 

  スレーブＭＣＵ、または直接接続された端末からＭＣＶを受信した場合、もし他のポートやより高位の

スイッチングモードに代わってＭＣＶが既に強制されているのでなければスレーブＭＣＵはマスターＭＣ

ＵへＭＣＶを転送しなければならない。 

  もしＭＣＶが受信されたときに他のポートに代わってＭＣＶが既に強制されていたら、あるいは、ＭＣ

Ｖがより高位の切換要求（例えばＶＣＢ）によって取り消されていたら、ＭＶＲが要求ポートに対して送

出されなければならない。 

  接続された端末、あるいはスレーブＭＣＵからＭＣＶ解除を受信した場合、スレーブＭＣＵはマスター

に対してＭＣＶ解除を転送しなければならない。マスターＭＣＵからＭＣＶ解除を受信した場合、スレー 
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ブＭＣＵは音声起動に戻し、マスターＭＣＵ以外の直接接続されたすべてのＭＣＵに対して、 

ＭＣＶ解除を転送しなければならない。 

  マスターＭＣＵからＭＶＲを受信した場合、スレーブＭＣＵは音声起動へ戻し、ＭＣＶを要請していた

ポートへはＭＶＲを転送し、直接接続されている他のＭＣＵへはＭＣＶ解除を送信しなければならない。

マスターからＭＶＡを受信したら、スレーブＭＣＵはまず他のすべてのポートを通して、ＭＣＶを要請し

ていたポートからのビデオへ切り替え、その後、ＭＶＡをＭＣＶを要請していたポートへ転送しなければ

ならない。 

 

6.3.2.2.3 ダンベル形に接続されたＭＣＵに対するＭＣＶ動作 

  （同等な立場にある）相手ＭＣＵからＭＣＶまたはＭＣＶ解除を受信した場合、ダンベル形に接続され

たＭＣＵは、マスターＭＣＵに対して規定された動作に従わなければならない。 

  端末からＭＣＶまたはＭＣＶ解除を受信した場合、ダンベル形に接続されたＭＣＵは、スレーブＭＣＵ

に対して規定された動作に従わなければならない。 

  （同等な立場にある）相手ＭＣＵからＭＶＡまたはＭＶＲを受信した場合、ダンベル形に接続されたＭ

ＣＵは、スレーブＭＣＵに対して規定された動作に従わなければならない。 

 

6.3.3 ＶＣＳ（Video Command Select） 

 適切な装備を持つ端末は｛ＶＣＳ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝の符号を送信することにより、どのビデオ信号を

送信させるかを決定できる。ローカルＭＣＵがこの（必須ではない）能力を持っていて、利用できる要求

されたビデオ信号があるなら、この端末へ要求されたビデオを送信する。議事制御端末からのＶＣＢかＶ

ＣＳの要求が競合した場合は、議事制御要求の方が優先すべきである。ＭＣＵが従えないならＶＣＲを返

送する。 

 ビデオの自動選択に戻るなら（６．３）、ＶＣＳ解除を送信する。 

 

注：（１）この手順は端末に番号付けがなされているときだけ使われる。 

（２）他の端末におけるユーザへのサービスに影響するので、この手段が動作している間、ＶＣＳを

送信するように装備された端末ではそのユーザに連続的に通知（助言）を提供することが強く推

奨される。 

（３）端末からのＶＣＳの送信はいろいろな理由により希望どおりの結果を保証しない：ＭＣＵ間の

シングル接続により、競合する要求が受け付けられないかもしれない；ＭＣＵは同時に異なる端

末からの多数のＶＣＳを処理できないかもしれない；他の理由。 

（４）ＶＣＳを受信したＭＣＵは、ＶＣＳの送信者以外の会議参加者のビデオを中断するような動作

をするべきでない。このルールが適用されるならば、ＭＣＵはカスケードにＶＣＳを伝播させる

ことを選択するかもしれない；このような伝播は要請されない。 

 

 要約すると、ＭＣＵはビデオ選択の優先権に関し次の規則を使う。 

－議事制御権が割当てられた時： 

 （ａ）ＶＣＢが有効な場合、全ての衝突したＶＣＳ要求は拒否され、全てのオーディオスイッチを無効

にする（ただし、議長端末への動画返信の制御のために有効かもしれないものは除く）。議長端

末は、順番に同報能力を持たない端末を見ることによって、同報者への応答を調べるためにＶＣ

Ｓが使用可能であることに注意せよ。議長制御シナリオの初期目標は議長端末の要求を実現する

ことであるから、ＶＣＳのこの利用法はＶＣＢの衝突を考慮していない。 
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 （ｂ）ＶＣＢを受信していないかＶＣＢ解除を実行したら、他の加入端末のビデオを見るために要求さ

れる加入端末からのＶＣＳは実行される。 

－議事制御権が割当てられない時： 

 （ｃ）ＭＣＶが実行されたら、全てのＶＣＳ要求を拒絶し、全てのオーディオ切替をやめる。 

 （ｄ）ＭＣＶを受信していないかＭＣＶ解除を実行したら、他の加入端末のビデオを見るために要求さ

れる加入端末からのＶＣＳは実行される。 

 

 

７．端末番号付与 
 本章の全ての規定はオプションであるが、９章の議事制御規定下の大部分の機能に対しては必須となっ

ているので注意が必要である。 

 各端末の番号付けには以下の目的がある。 

 －単一番号会議サ－ビスが提供されたときの、第一チャネルと付加チャネルの関係付け（ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ２４２、ＪＴ－Ｈ２２１または７．２．２参照） 

 －議事制御機能の管理（９章参照） 

 本章では以下の用語が用いられる。 

 （１）網アドレス番号：（電話番号のようなもの）－ＭＣＵシステム内で割付けられた番号との混同を

避けるため。 

 （２）ＭＣＵ対応参加アドレス番号：全端末は単一の網アドレス番号をダイヤルして１つのＭＣＵの会

議に参加する。端末は一度そのＭＣＵに接続されると、どの会議に参加したいかを明示する必要が

ある。これはＴＣＳ－３のような方法で行ってよい（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）。 

 （３）会議対応参加アドレス番号：一つの会議に参加する全端末は単一の網アドレス番号をダイヤルし、

その会議に参加する。他の会議では端末は別の網アドレス番号をダイヤルする。 

 （４）端末対応参加アドレス番号：各端末は別の網アドレス番号をダイヤルする。予約時に、特定の網

アドレス番号が特定の会議に関連づけられる。 

 

7.1 番号付与の方法 

全端末には独自な番号＜Ｍ＞＜Ｔ＞が与えられる。その値域はそれぞれ＜１から１９１（１９２から２

２３は未定義）＞＜１から１９１（１９２から２２３は未定義、２２４から２５５の値は”111”パターン

が先行する事を避けるために使用されない）＞である（ＭＣＵ番号を使いきってしまう問題は今後の検

討）。ここで＜Ｍ＞はローカルＭＣＵに割当られる８ビットの番号（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３１、３章参

照）で、＜Ｔ＞はローカルＭＣＵが端末に割当る８ビットの番号である。これらの８ビットの番号は、Ｓ

ＢＥ符号のセットであるＮＵＭを使って符号化される（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）。しかし、この

番号の対は、常にその番号の端末に関する制御または通知を伝える別の符号によって先行されなければな

らないことに注意すべきである。 

＜Ｍ＝０＞という値は７．３．１．１に記述されている場合を除いて使用しない。１つのＭＣＵのみが

呼に関わっているならば、＜Ｍ＞の値は何でもよい。デフォルト値は＜１＞である。複数のＭＣＵが呼に

関わっているならば、＜１から１９１（１９２から２２３は未定義）＞の独自などんな値が与えられても

よい（ＭＣＵ番号を使いきってしまう問題は今後の課題）。ＭＣＵ番号は順番に割付けられてもよいし、

あらかじめ決めておいてもよい。 

 １つのＭＣＵにつながっている端末は、＜１から１９１（１９２から２２３は未定義）＞（ＭＣＵ番号

を使いきってしまう問題は今後の検討）の独自などんな値が与えられてもよい。それらは順番に与えられ

てもよいし、あらかじめ決めておいてもよい。 
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 呼に複数のＭＣＵが接続されるなら、少なくとも端末番号の独自なセットを生成するために、ＭＣＵ間

にマスタ・スレーブの関係を設定しなければならないかもしれない。ＭＣＵの内の１つは呼に先だってま

たは５．７．２．２のインバンド手順により、マスタとして指定されてよい。マスタ以外のＭＣＵはマス

タに直接接続されるか、間接的に他のスレーブを介して接続される。前者の場合、マスタはそれらをス

レーブとして扱う。 

 

7.2 端末－ＭＣＵの相互接続 

 呼関連付け有無の２つのケースが考えられる。ＭＣＵ対応参加アドレス番号または会議対応参加アドレ

ス番号（上記参照）が用いられ、複数チャネルの呼が関わっていれば、呼の関連付けが必要である。 

 以下のケースでは、ＭＣＵが複数の着信呼を単一の多重化部に関連づける必要はなく、本節の手順が適

用される。 

 （１）同一の参加アドレス番号によってアクセスされた全ての多重化部に対し、単一のチャネルのみが

必要なとき。例えば、Ｈ０，１Ｂ等。 

 （２）端末対応参加アドレス番号が使用されたとき。 

 （３）ＭＣＵダイヤルアウト操作を使用するとき。 

 （４）その他 

 

7.2.1 呼を関連付けない場合 

端末が最初に会議に参加し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２に従って初期化が完了したとき、ＭＣＵはＴＩ

ＣまたはＣＩＣの能力を持っているならば｛ＴＩＡ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を発信してよい。ここで＜Ｍ＞は

ＭＣＵ番号、＜Ｔ＞はＭＣＵが割付ける番号である。もし、ＭＣＵがＴＩＣまたはＣＩＣの能力を持って

いなければ、これはオプションである。 

注意－ＳＢＥのみが使用されるので、このような符号を受信する装備のない端末はこれらを無視する。 

 ＭＣＵがマスタに接続されないか、まだ接続されていないならば、＜Ｍ＞の値はローカルに割付けられ

る（デフォルトは＜１＞）。その後、そのＭＣＵがマスタに接続され＜Ｍ＞の値を受信したならば、｛Ｔ

ＩＡ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝が新しい値として再送される。 

 端末が会議を抜けたり何らかの理由で切断されたならば、対応する＜Ｔ＞の値は再割付けされてもされ

なくてもよい。再度会議に加えられた端末には、前と同じ番号を与えても与えなくてもよい。これは実現

方法の問題である。 

 ＭＣＵが＜Ｍ＞＜Ｔ＞を以前に割付けされた端末に、後で新しい｛ＴＩＡ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を送信し

たら、前の値は置き換えられる。ＭＣＵは新しい＜Ｍ＞＜Ｔ＞を送信する前に、会議に参加する全ての端

末にＭＩＪを送信すべきである。各端末はＴＣＵを送信してＭＣＵに応答すべきである。ＭＣＵがＭＩＪ

を送信する事なしに、ＴＩＡが送信されるかもしれない事に注意すべきである。これは端末が番号を割付

けられる以前に再割付けされる場合に起こるであろう。 

 

7.2.2 呼を関連付ける場合 

 ＭＣＵが会議対応参加アドレス番号またはＭＣＵ対応参加アドレス番号を用いて運用される場合、各々

の多重化部に対する第一チャネルと付加チャネルは、以下のインバンド信号手順を用いて関係づけてもよ

い。 

 ＴＩＣ能力の有る端末とＭＣＵは呼を関連付ける手順を行うことが可能である。このような状況下でＴ

ＩＣ能力の無い端末が会議に参加しようと試みた場合、二次端末の状態にされたり、再三の呼失敗となる

か会議への参加を遅らされるかもしれない。 

 ＭＣＵが第一チャネルの呼を受け入れ初期能力交換を行った時は、常に入力ＴＩＣ能力（ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ２３０参照）を探す。それを見つけたならば、ＭＣＵは７．３．１に記述されたように、Ｉチャネ 
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ル上にＴＩＡの値を送信しなければならない。ＴＩＡの値は＜Ｍ＞（ＭＣＵ番号）と＜Ｔ＞（端末番号）

からなり、端末を個別に識別する。付加チャネルの呼が設定される時は、端末は付加チャネル上で 

 －ＦＡＳにＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１に従ったチャネル番号 

 －ＢＡＳの位置にＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１に従ったチャネル番号と｛＜ＴＩＸ＞，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝

という符号 

を送信する。そしてＭＣＵは付加チャネルと正しい第一チャネルを関係づける。付加チャネル上では能力

交換が無いことと、これらの値は接続時に端末がＭＣＵからのＡｎ＝０フレーム応答を待たずに送信する

ことに注意。 

 呼（チャネル）がＭＣＵに着いたら、ＭＣＵは端末に対しＪＴ－Ｈ２２１のフレーム信号を送り始めな

ければならない。このＦＡＳ内にチャネル番号付け情報が含まれなければならない（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ

２２１、２．２参照）。従って、ＭＣＵは正しい関係づけが行われるまでＬ１＝Ｌ２＝Ｌ３＝０の値を送

信し、その後正しいチャネル番号と共にＦＡＳを供給する。ＴＩＣ能力を持つ端末はこの状態を受け入れ

ることが可能でなければならない。 

 後になってＭＣＵが新しい｛ＴＩＡ、＜Ｍ＞、＜Ｔ＞｝を送ったならば、以前の値をこの値に置き換え、

そして、端末はＴＩＸに続けて新しい＜Ｍ＞、＜Ｔ＞を送信する。ＭＣＵは、新しい＜Ｍ＞、＜Ｔ＞で以

前の正しい動作に戻るまで最低１０秒は端末に対して許容するべきである。上記の注意として、ＭＣＵは

再番号付けが発生した事及び、端末は本来の会議に参加した事を示すためにＴＩＡの前にＭＩＪを送信す

べきである。 

 会議対応参加アドレス番号またはＭＣＵ対応参加アドレス番号を用いながら、ＭＣＵがＴＩＣ能力のな

い端末を見つけたならば、以下の内の１つの動作をしてもよい。 

 （１）低い転送速度能力を維持する。よって、その端末を二次端末の状態に置いたままとする。 

 （２）付加チャネルをすべて切断する。 

 （３）次の端末に進む前に、その接続状態が要求速度に上がるまで、一度には１台の端末にしか高い転

送速度能力を送らない。これは会議設定時間を非常に長引かせることになるかもしれない。 

 

7.2.3 パスワードと会議ＩＤ 

 ＭＣＵは、ＴＣＳ－１を使用して端末からパスワードを要求することを選択しもよい。手順としてＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｈ２３０を参照。 

 一つの網アドレスが会議に参加しているすべての端末に使用されているような場合には、ＭＣＵは、正

しい会議へ呼を接続させるため使用される会議ＩＤを、ＴＣＳ－３を使用して要求してもよい (ＴＣＳ－

３の定義に関するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０を参照)。 

 パスワードと会議ＩＤはどちらも３２文字以内でなければならない。ＭＣＵは、ＭＣＣが送信された後、

いつでもパスワードあるいは会議ＩＤを要求してもよい。これはＭＣＵにより付加チャネルの呼が応答が

なされる前あるいは後かもしれない。ユーザがある会議から他へ遷移するために、ＭＣＵは１回以上パス

ワードと会議ＩＤを要求してもよいという事にも注意が必要である。端末がある会議から他へ遷移するた

めに、各会議のための可能なＭＩＪ受信を予期し、ＴＣＵ送信により応答すべきである。 

ＭＣＵは、パスワードあるいは会議ＩＤが収集されるまで（ループバックモードでは合成器への接続を

構成しない事に注意）、オーディオ合成器あるいはビデオ合成器いずれかに端末を接続しなくてもよい。

代わりにＭＣＵは、たとえパスワードが必要であっても端末を会議に接続してもよい。ＭＣＵが端末を要

求された会議に接続した時（会議とは反対に、例えば、記録されたメッセージの再生）、ＭＣＵは会議に

参加している端末にＢＡＳ符号のＭＩＪ（Multipoint Indicate Joined real conference）を送信すべきである。

ＭＣＵは端末が固有のパスワードと会議ＩＤを発行する以前に端末から送信された、いくつかのコマンド

を無視してもよい事に注意すべきである。端末はＭＩＪの受信の後、それらのコマンドを再送すべきであ

る。 
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7.3 ＭＣＵ同士の相互接続 
7.3.1 マスタＭＣＵが指定されている場合 
 マスタＭＣＵがＭＩＭを送信、スレーブＭＣＵがこれを受信した後に、本節に記述される動作は、実行

される。 

 

7.3.1.1 ＭＣＵ番号割り付け 
 マスタは｛ＴＩＡ、＜Ｍ＞、＜０＞｝というシンボルを送信する。スレーブはこれをマスタから来たも

のと認識し、＜Ｍ＞を自信のＭＣＵ番号として登録する。そしてＴＩＬというリストをマスタに送信する。

マスタＭＣＵは常に“1”に番号付けされていることに注意する。 

 ＭＩＨ能力を持つＭＣＵは以下の方法で動作する。一旦低位レベルのスレーブがＭＩＭを受け、スレー

ブとして作業を始めた場合は、接続されているスレーブにＴＩＮ＜０＞＜０＞を送信しなければならない。

このスレーブは階層を上げたＴＩＮをマスタに転送するであろう。マスタは新しいＭＣＵに渡されるＴＩ

Ａ＜Ｍ＞＜０＞で応答しなければならない。ここでＭは新しいスレーブのＭＣＵ番号である。新しく番号

付けられたＭＣＵ＜Ｍ＞はマスタにＴＩＬで端末リストを送信する。スレーブＭＣＵは、適当なメッセー

ジを転送するために、それぞれのポート上に接続されているＭＣＵ番号のサブツリーを認識する責任があ

る。スレーブＭＣＵはＴＩＮ／ＴＩＡシーケンスが完了するまで新しいＭＣＵからマスタに付加的なＴＩ

Ｎ＜０＞＜０＞を転送してはならない。 

 ５．７．２．４で記述されるマスタ／スレーブドメインのマージの際、負けた方のＭＣＵはユニークな

ＭＣＵ番号を維持するため番号割り付けのやり直しを行うべきである。再割付プロセスの間、両方のマス

タはモード変換やマスタ／スレーブの関係に依存したその他の作業を控える。しかしながら、負けたドメ

インの低位レイヤが競合に気づかないため前述の手順では不十分である。以前のマスタのみが競合を知る

ことができる。負けた方のマスタは、そのドメインの全てのＭＣＵに、また勝った方のマスタがいる勝っ

た方のドメインに、Cancel-MIM を送信する。これはマスタに対する方向が変わったことを負けた方のド

メインのそれぞれのＭＣＵに表示している。また、ＭＣＵは新しいＭＣＵ番号が割り付けられることを期

待すべきである。新しいマスタが指名されるまで、負けた方のドメインのそれぞれのＭＣＵはマスタ／ス

レーブ手順で動作しない。一度勝った方のマスタが負けた方のマスタから Cancel-MIM を受信したなら、

ＭＩＭ（Cancel-MIM が来た方向に）の応答を送信する。介在するスレーブは、同一の方路にＭＩＭを返

送できるように Cancel-MIM が取った方路を記憶しておく責任がある。負けたドメインの端ＭＣＵがＭＩ

Ｍを受信すると、それはＭＩＭが送られてきたＭＣＵへＴＩＮ＜０＞＜０＞を送信する。ＴＩＮ＜０＞＜

０＞を送信した方向からＴＩＮ＜Ｍ＞＜０＞が受信できるまで、ＭＩＭを保持している。勝った方のドメ

イン端ＭＣＵは、他に受信するＴＩＮ＜０＞＜０＞を通過させないでいながらマスタへのＴＩＮ＜０＞＜

０＞の送信を行う。ＴＩＮ＜０＞＜０＞は消失する可性があるので、それを送ったＭＣＵは、少なくとも

5 秒のタイムアウトの後に再送信しなくてはならない；非常に大きい領域ではこのタイマ値を増やすこと

が望ましい。一旦負けた方のドメインの端ＭＣＵがＭＣＵ番号を割付されると、（マスタ以外に）接続さ

れているその他のＭＣＵにＭＩＭを送付する。他を無視してＴＩＮ＜０＞＜０＞の受信を待って、最初の

マスタ方向への受信信号を通過させる。ＴＩＡ＜Ｍ＞＜０＞が来ると、そのＭＣＵはＴＩＮ＜０＞＜０＞

を発信したＭＣＵに転送し、次のＴＩＮ＜０＞＜０＞を待つ。負けた方のドメイン全体が番号再割付され

るまで、この手順は繰り返し継続される番号再割付手順は、新しいＭＣＵが複数の階層に参加し、且つマ

スタに直接接続しない時使われる手順とまったく同様であるという事に注意すべきである。 

 

7.3.1.2 追加または切断された端末の番号転送 

 新端末がその後どれかのＭＣＵに接続されると、そのローカルＭＣＵは｛ＴＩＮ、＜Ｍ＞、＜Ｔ＞｝を

全てのポートに送信する。端末が切断されたならば、そのローカルＭＣＵは｛ＴＩＤ、＜Ｍ＞、＜Ｔ＞｝

を全てのポートに送信する。ＭＣＵが他のＭＣＵからＴＩＮやＴＩＤを受信したなら、そのＭＣＵは全

ポートにそれらを転送する。従って、追加または切断された端末の情報は短時間で全体に配信される。 
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7.3.1.3 端末番号の蓄積と分配 

 追加または切断された端末の全ての番号をマスタＭＣＵと付加的に他のＭＣＵに蓄積しなければならな

い。ＴＣＵという符号は、ＭＣＣを受信し、パスワード/会議ＩＤの手順が完了した後は、会議に参加し

ている端末番号のリストを引き出すために、いつでもどの端末によって使用されてもよい。ＴＣＵは、ど

の端末またはどのＭＣＵからどのＭＣＵに送信されてもよい。そのＭＣＵが完全なリストを持っていれば

ＴＩＥ（ＪＴ－Ｈ２３０）が続く複数のＴＩＬで応答する。持っていなければ、ＴＣＵをマスタに転送せ

ねばならず、さらにマスタは応答しなければならない。ＴＩＬが要求元に送信されてもよいように、ス

レーブはＴＣＵの経路を記憶していなければならないという事、又、要求している端末の端末番号はＴＩ

Ｌの１つに含まれるであろうという事に注意しなければならない。他のＢＡＳコマンドは複数のＴＩＬの

間に点在してよいが、最後のＴＩＬはＴＩＥが続くべきである。 

 

7.3.2 マスタＭＣＵが指定されていない場合 

 今後の検討課題である。 

 

7.4 端末ＩＤ情報 

 本節の手順は端末およびＭＣＵに関してオプションである。 

 本節は、個人ＩＤあるいは端末ＩＤの、番号、名称またはその他の情報を、端末とそのローカルＭＣＵ

間で転送するために設けられた（端末およびＭＣＵにそれぞれＩＤ等が適当に設定されている場合）。本

節の規定は直結端末に対してのみ適用される。 

 ひとつの装置がＴＣＩまたはＴＣＳ－２（ＪＴ－Ｈ２３０）のシンボルを送信する。 

 ＴＣＩを受信した装置は｛ＴＩＩ，Ａ－Ｎ｝（下記注参照）という符号シーケンスで応答する。ここで

Ａ－ＮはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０の英数字に定義された値のセットの内の１つを示す。このシーケンス

は終了符号ＴＩＳによって終端されなければならない。 

 ＴＣＳ－２の値を受信した装置はＭＢＥメッセージであるＩＩＳで応答する。ＩＩＳメッセージの値は

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０を参照されたい。 

 

 注意１：ＴＣＳ－２およびＴＩＩの応答には同じＩＤ文字列を使用すること。ＩＤ文字列の長さは３２

キャラクタに制限される。 

 

 ＴＣＳ－２手順にはＭＢＥ能力が要求される。この能力を持っていない端末はＴＣＳ－２を無視する。 

 

 注意２：ＸＹＺというストリングを送るのに使用されるＴＩＩシーケンスは、｛＜ＴＩＩ＞＜Ｘ＞｝、

｛＜ＴＩＩ＞＜Ｙ＞｝、｛＜ＴＩＩ＞＜Ｚ＞｝、｛＜ＴＩＳ＞｝である。＜ＴＩＩ＞とそれに

引き続く符号の間でなければ、このシーケンスの間に他のＢＡＳ符号を入れてもよい。 

 

 端末番号とＴＣＩやＴＣＳ－２で取得した各端末のＩＤ情報の文字列を対応付けるため、要求元の端末

はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０に記述されているＳＢＥ番号によって符号化された端末番号が付加されるＴ

ＣＰ（Terminal Command personal-Identifier）シンボル（例えば｛ＴＣＰ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝）を送信する。 

 個人ＩＤ情報を要求された端末がローカルＭＣＵに接続されている場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０に

記述されている符号化された識別データを伴った端末番号を含めたＭＢＥシンボルＴＩＰを用いて、その

ＭＣＵは応答する。 

 もしＭＣＵが個人ＩＤ情報をサポートしていない場合、ＴＣＰ要求は無視される。もし端末番号に誤り

がある場合、または要求する端末が個人ＩＤ情報をサポートしておらず、そのためＩＤ文字列を提供でき

ない場合は、ＭＣＵは null ASCII ＩＤ文字列を含むＴＩＰ ＭＢＥシンボルで応答する。もし、ＭＣＵは 
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個人ＩＤ情報をサポートしているが指定された端末の個人ＩＤ情報文字列が要求されていない場合、ＭＣ

ＵはＴＣＩシンボルまたはＴＣＳ－２シンボルを使用して個人ＩＤ情報を要求する。 

 個人ＩＤ情報を要求された端末がローカルＭＣＵに接続されていない場合、またはローカルＭＣＵが個

人ＩＤ情報のリストを保持していない場合、ＴＣＰ要求はマスタＭＣＵへと転送される。もしマスタＭＣ

Ｕが該当する端末に接続していない場合、または該当する端末の個人ＩＤ情報文字列を知らない場合、マ

スタＭＣＵはその要求を端末番号の＜Ｍ＞の部分で示されるＭＣＵへと転送する。ＴＩＰはＴＣＰ要求で

使用されたのと同じ経路で返される（もし端末番号が誤っている場合、応答は null のＩＤ情報文字列にな

る場合もある）。もし転送先ＭＣＵを示す＜Ｍ＞が妥当でない場合、マスタＭＣＵは要求された端末番号

と null ASCII ＩＤ文字列が付加されたＴＩＰを返す。 

 

８．モード切換とデータ同報手順 
8.1 一般的なモード切換 

 本節の規定は全てのＭＣＵで必須である。 

 

8.1.1 ビットレートの対称性 

 ポイント・ポイントの呼において、相手端末から受信した能力の範囲内で、端末はいつでも自由にモー

ドを変える事ができる。しかし多地点呼においては、付加的で、一時的な制約がある。 

 （１）ＭＣＵからの出力フレームは、全ての入力フレームとは同期をとる事はできないので、必要とさ

れるＢＡＳ符号の送信中に、通常少なくともサブマルチフレームの一部分の遅延がある。より極端

な例として、ＭＣＵは他の端末と能力交換の最中であれば、しばらくの間、モードの切替ができな

い事があり得る。 

 （２）決定したモードが全て一次端末に適用可能で、そのモードを強制的に設定するのを確実に行うた

め、ビデオの伝送に悪影響を及ぼさずＢＡＳ能力とコマンドを処理するにはＭＣＵは時間が必要で

ある。 

 ＭＣＵが適切な制御をし、特にビデオ信号の伝送を共通の速度（ここで扱うのはＭＣＵがビデオの符号

変換ができない場合）で行う事を確実にするため、ビットレートの変更はＭＣＵからのみ起動する。ＭＣ

ＵからＭＣＣとＭＣＳを受信後、端末はＭＣＵからの変更に応答する以外はビットレートを変更せず、こ

れによりＭＣＣと、もし有れば適切なＭＣＳにより指示された対称性をそれぞれ構成する信号に対し保つ。

これはオーディオ、データ（ＬＳＤ、ＨＳＤ、ＭＬＰ、Ｈ－ＭＬＰ）、ビデオ、暗号化制御信号（ＥＣ

Ｓ）チャネル、転送速度のビットレートに当てはまる。ビットレートの変更を伴わないオーディオとビデ

オのモード変更は端末が初期化してもよい。ＭＣＵからの着信ビットレートが変わったら、遅延は会議中

の他の参加者が端末のメッセージを受信する妨げになるかもしれないので、端末は他の手順の許すかぎり

早く対応しなければならない。 

 

8.1.2 ビットレートの切替がない場合のビデオモードの切替 

 ＭＭＳではなくＭＣＣを受信したとき、端末はビットレートを変更することなしに、初期ビデオモード

を切り替えてよい。たとえば、端末はＭＭＳを受信することなく、いつでもＪＴ－Ｈ２６１からＪＴ－Ｈ

２６３の送信に切り替えてよい。この切替では、ビデオオフの後ろにＨ．２６３－オンが続くシーケンス

の送信を含まなくてはならない。 

 この種の自発的なビデオモードの切替は途中で中断されるかもしれないので、ＭＣＵはＭＭＳを発行す

ることにより、これを防ぐことができる。いったんＭＭＳを受信すると、ビデオモードに対する以下の手

順が用いられる。それはビットレートの変更に類似している。ＭＣＵは次のステップを実行しなくてはな

らない。 
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１．会議内のすべての参加者にビデオオフを送信する。 

２．会議内のすべての参加者にＨ．２６ｘ－オンを送信する。 

各受信端末には、この切替の間、静止画像かブランクスクリーンを表示する責任がある。 

 

8.1.3 制約のある網とビットレート対称性 

 ＭＣＵへの呼が制約のある網上や他の制約のない網上であるならば、次の状況が起こりうる。 

（１）現在会議中の全ての参加者は、制約のない網上の会議にアクセスしてよい。制約のある網上の端末

から着信する時、ＭＣＵは以下の事を選択してよい。 

（ａ）呼を拒否する。 

（ｂ）呼を受け入れる。制約能力を送った端末は、制約コマンドを使用して制約モードにしなけれ

ばならない。両立できる制約能力を送らなかった端末は二次端末の状態へと遷移しなければ

ならない。 

（ｃ）呼を受け入れる。全ての端末は、NoRestrict_cap を送ったそれらを除いて、制約コマンドに

より制約モードに強制設定させられる。制約接続を確立できない端末は、二次端末の状態へ

と遷移しなければならない。 

（ｄ）呼を受け入れる。そしてその端末を二次端末の状態へと追いやる。 

（２）現在会議中の全ての参加者は、会議のためのＳＣＭの制約ありの能力を含んでいるせいで、制約の

ある網上の会議にアクセスしてよい。制約のない網上の端末から着信する時、ＭＣＵは以下の事を

選択してよい。 

（ａ）呼を拒否する。 

（ｂ）呼を受け入れて、制約モードで操作しなければならない端末に通知するために制約ありの能

力と制約コマンドを使用する。その端末は 制約ＢＡＳコマンドで応答する。 

（ｃ）コールを受け入れて、もし No_Restrict 能力がその端末により宣言されるなら、その端末を

二次端末の状態へと追いやる。 

（３）現在会議中の全ての参加者は、制約のある網上の会議（状況１ｂ）にアクセスしてよい。制約のあ

る網を使用している全ての端末が会議から抜ける時、ＭＣＵは以下の事を選択してよい。 

（ａ）会議に残る参加者に、制約のない動作に戻る事を通知するために制約解除ＢＡＳコマンドを

使用する。各端末は、制約解除ＢＡＳコマンドに応答しなければならない。 

（ｂ）何もしない。 

 ＭＣＵが端末またはスレーブＭＣＵへＭＣＣ符号を送信する場合の多地点において、端末またはスレー

ブＭＣＵは制約のある網経由で接続されたり、能力セットに制約ありを持つことを除いて、それ自身で制

約モードを開始してはいけない。ＭＣＵに接続された時、非対称な制約モードで通信することは許されな

い。端末あるいはスレーブＭＣＵはできるだけ早く制約ありのコマンドを送ることにより応答しなければ

ならない。 

 以下の３つのＢＡＳ表示シンボルは、それらの能力セットの中に Restrict_P そして/あるいは 

Restrict_L または No_Restrict を持つマスタ及びスレーブ ＭＣＵ の間のカスケード操作で使用される。

もし、制約ありのみが与えられたなら、その ＭＣＵ は ＲＩＲ、ＲＩＵ あるいは ＲＩＤ をサポートす

る事が出来ない旧いユニットである。３つのシンボルとは以下の通りである： 

（１）Restrict_Request：この表示は、制約のある通信を要求するためにスレーブ ＭＣＵ からマスタ Ｍ

ＣＵ に送られる（ＲＩＲ）。 

（２）Restrict_Indicate_Unrestricted：この表示は、制約のない通信を要求するためにスレーブ ＭＣＵ か

らマスタ ＭＣＵ に送られる（ＲＩＵ）。 
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（３）Restrict_Denied：この表示は、スレーブ ＭＣＵ からの早期の制約のある通信要求を拒否するため

に、マスタ ＭＣＵ からスレーブ ＭＣＵ に送られる（ＲＩＤ）。 

 もし信号化された 制約ありの端末がつながったなら、制約なしのモードでのスレーブ ＭＣＵ は、

Restrict_Request（ＲＩＲ）を送る。マスタ ＭＣＵ は、全ての端末とスレーブ ＭＣＵ に制約コマンドを

送る事、あるいは、要求しているスレーブ ＭＣＵ に Restrict_Denied（ＲＩＤ）を送る事、いずれかによ

り応答する。前者の場合、全てのスレーブ ＭＣＵ は直接接続している全ての端末に制約コマンドを送る。

後者の場合、要求しているスレーブ ＭＣＵ はマスタからの応答を待っている間、制約のある端末を二次

端末の状態にするべきである。 

 もし制約ありの送信元の全てがスレーブ ＭＣＵ から離脱するなら、Restrict_indicate_unrestricted（ＲＩ

Ｕ）を送る事により、これをマスタ ＭＣＵ に示すべきである。マスタ ＭＣＵ は制約解除コマンドを送

る事、あるいは、まだつながっている他の制約ありのノードがあるならば応答をしない事、いずれかによ

り応答すべきである。マスタ ＭＣＵ は、このスレーブ ＭＣＵ はこれ以上制約のある通信を必要としな

いという情報を保持するために、この表示を使用すべきである。マスタ ＭＣＵ は制約のない通信に戻る

ための要求はされないという事に注意する。 

 もしマスタ ＭＣＵ が制約モードで動作し、制約なしモードに遷移する事が決まったなら、二次のＭＣ

Ｕは、制約なしモードで動作できない端末を二次端末の状態（オーディオのみ）に変更する。 

 

8.1.4 ビデオビットレートの変更 

 ビデオ信号は他の信号に割り当てられない全てのビットを占有するので、他の信号のビットレートの変

更により、ビデオビットレートも変わる。使われる手順はビデオ切替と同様である。 

 （ａ）ＭＣＵは新しいビデオの速度を確立するためのＢＡＳコマンドを転送する前にＶＣＦとビデオオ

フを全ての端末に送信する。 

 （ｂ）ビデオ信号源となっている端末が対称的な伝送によって応答するまで、そのビデオ出力は誤った

速度であり、既にビデオを受信していた他の端末に転送できない。端末が素早く速度を調整する事

ができないならば、ＭＣＵは正しい対称状態に回復するまで、他のビデオ信号源に切り替えてもよ

い。 

 （ｃ）他の信号の新たなビットレートが確定した時、ビデオは再びオンされ、（ｂ）が適用されていな

いか、他の優先される切替がなければ、前と同じ情報源から転送する。 

 （ｄ）ビデオ受信側が誤り訂正フレーム同期を回復するのに充分な時間経過後、ＭＣＵはＶＣＵを全て

のビデオ信号源に送信する。 

 

8.1.5 複数ＭＣＵ呼におけるモード切換 

8.1.5.1 マスタ／スレーブの働き 

 マスタ、スレーブの相互接続において、ビットレートのモード切換は、マスタによってのみ起動されな

ければならず、スレーブは、端末の動作と同様にＭＣＣとＭＣＳコマンドに従わなければならない。多階

層のＭＣＵの場合、下位レベルのＭＣＵは、上位レベルのＭＣＵをマスタのように、また、下位レベルは

スレーブのように扱わなければならない。多階層をともなった大きな階層構造の場合、モード切換が終了

する時間が長くかかるということに注意するべきである。そして、マスタは、モード切換を見越して時間

を増やすべきである。 
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8.1.5.2 マスタＭＣＵが指定されていない時 

 この場合、全てのＭＣＵはＭＣＣと（関連する）ＭＣＳの内容を無視してもよく、“ダイナミック・コ

ンプライアンス”によりモード切替を（同等な立場にある）相手と整合させようとしてもよい。互いに接

続されたリンクにおいて、逆の切替がおこなわれている過程でなければ、それぞれのＭＣＵは他から起動

されたモード切替に対応する。競合する場合、競合解消手順（１３．２）が適用される。 

 

8.2 多地点会議におけるデータ配信のためのモード切換 

 以下の８.２.１、 ８.２.２、 ８.２.３での規定はＨＳＤ／ＬＳＤを用いたデータ転送を提供するＭＣ

Ｕには必須である。モード切換に関するＭＬＰの手順については８．２．４で述べられている。 

 

8.2.1 一般的なＨＳＤ／ＬＳＤの規定 

8.2.1.1 データチャネル規定の範囲 

 この節では“データ”という用語は通常、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１で認められているＬＳＤとＨＳＤ

という２つのタイプのデータチャネルに関して使われる。これらは独立に運用され、同時に有効に出来る。

ＨＳＤが送信されている間でも、ＬＳＤは同一の端末もしくは他の端末から送信されてもよい。 

 ＬＳＤと（または）ＨＳＤは１つの端末によりＭＣＵに送られる。ゆえにデータはその呼に関連してい

る全ての端末とＭＣＵに同報形式で転送される。送信先の選択、ＬＳＤもしくはＨＳＤの複数同時送信は

今後の課題である。 

 ＭＣＵが適切なデータ能力を宣言したとき、以下の手順が適用されなければならない。この手順はＭＣ

Ｕが必要なデータ配信ユニットを備え、サービス提供者がデータ配信ユニットの使用に事前に同意し、少

なくとも二つの端末が同じ能力を宣言したときにのみ生ずる。 

 端末がＭＣＵからＭＣＳを受信したら、端末は能動的にデータチャネルを開いてはいけないが、以下に

記述するように、ローカルＭＣＵに要求を出し、その結果を待ってもよい。 

 

8.2.1.2 アイドルビット 

 データチャネルが開かれてから、データ送信権が割り当てられるまでにＭＣＵによってアイドルビット

が送信される。データ送信権が割り当てられてからしばらくの間データチャネルの内容は規定されない

（すなわち有効データを送信する前のチャネルにはどんなデータでも埋め込まれる）。データチャネルの

使用者はこのことに留意する。２つのタイプの有効データのおのおの（ＬＳＤ，ＨＳＤ）のデータ送信権

が割り当てられた端末はそれぞれただ１つである。アイドルビットはプロトコルに基づいた２進数の

“１”で、これは非同期シリアル伝送のためのストップビットでもあり、ＨＤＬＣプロトコルで認められ

たフレーム間タイムフィルでもある。 

 

8.2.1.3 データ能力のない端末 

 接続されているある端末が、使用できるデータ能力を持たない事があり（下記、注２参照）、このため

にこれらの端末にはデータチャネルを開く事ができない。オーディオには影響しない。このような状況で

は、以下のオプションを扱う事ができる。 

（１）ビデオの送受信をしていないなら、ユーザーへのサービス変更はない。 

（２）ビデオの伝送を行っているなら、データチャネルが開いている端末とは、同じ速度ではない。ゆえ

にデータ転送中はビデオはこれらの端末に転送されないし、ビデオを受信する事もできない。しか

し、ＭＣＵが適応できるなら、データ能力を持たない他の端末とビデオの交換は続けてもよい。 

（３）ＭＣＵはどのデータチャネルも開かなくてもよい。 
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 注１：この手順でＳＢＥ符号だけが使われるが、データ能力のない端末は、誤動作することのないよう、

これらの符号を無視してよい。 

 注２：ＭＣＣ，ＭＣＳによって、入出力のビデオレートを合わせるだけなら、端末に実際に接続される

データ装置がなくても、ＬＳＤとＨＳＤの能力を宣言し、チャネルを開く事は許容されている。

ＬＳＤまたはＨＳＤを含む多地点呼で使用される端末において、このような能力を持つ事は望ま

しい。ＭＬＰの拡張は今後の課題である。（データ能力を持たない）単純な端末では、宣言され

たＬＳＤ／ＨＳＤ速度を使用しないことを示すために、「Nil-Data」能力を宣言することがある。

（データ能力を持つ）より高度な端末では、ＬＳＤ／ＨＳＤ速度が実際の場合とそうでない場合

とで、能力情報交換中であることを示すＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の１２．５の手順を用いるこ

とがある。 

 

8.2.2 ＨＳＤ／ＬＳＤ動作のデータ送信権 

 データ配信制御は、個々のデータタイプに１つ割り当てられているデータ送信権によって管理される。

このとき、全ての送信権は独立に割り当てられる。送信権は予め任意に指定されるか、もしくはアウトバ

ンドによって割り当てられてもよい。ＬＳＤとＨＳＤの送信権が、２つの異なった端末に対して割り当て

られてもよい。 

 データ送信権を保持することで、十分なデータ能力を持つ全ての端末へデータ配信するためにデータを

送信する権利が与えられる。しかし、ある端末がこの送信権を解放することも可能であり、また、ＭＣＵ

がデータチャネルを閉じたりデータ速度を変更したりせずに、他の端末が送信権を獲得することも可能で

ある。 

 この節ではＬＳＤ管理について説明する。実際、例えばＤＣＡ－Ｈ符号を用いたＨＳＤ管理についても

同様の処理が適用される（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）。データパスが単独に管理されてもよいし、

ひとつ以上のデータパスが同時に有効となってもよい。ＭＣＵは、送信権の保留／取り消しを行い、その

タイプを削除して新たな能力セットを宣言することによって、もしそれが適切ならば、データ伝送を１つ

のタイプに制約してもよい。 

 

8.2.2.1 送信権の割り当て 

8.2.2.1.1 ＭＣＵから現在受け取っている能力セットが適切なＬＳＤを含んでいれば、ＬＳＤの伝送を希

望する端末ＴＤは、必要な送信権の要求を続行してもよい。 

この端末ＴＤは、｛ＤＣＡ－Ｌ，＜Ｂ＞｝を送信することによりＬＳＤ同報権の割り当てを要求する。

この＜Ｂ＞は、表２／ＪＴ－Ｈ２４３に記された希望するデータ速度を意味する。もしＭＣＵからの応答

（下記参照）を受信しなければ、所定時間内にその要求を繰り返してもよい。 

 

8.2.2.1.2 端末ＴＤから｛ＤＣＡ－Ｌ，＜Ｂ＞｝を受信した場合、ローカルＭＣＵは以下のように動作す

る。 

（ａ）ＭＣＵがＴＤ以外の端末もしくは他のＭＣＵに対して、既に送信権を割当てている（ＤＩＴ－Ｌを

伝送して、ＤＩＳ－Ｌを受信しなかった）か、もしくは直接接続された端末またはＭＣＵから送信権

割り当て要求を受信したか、もしくはデータチャネルを閉じるまたはモード切替の処理中であるか、

もしくは要求したデータ速度が現在の共通の能力セットにないか、もしくはＭＣＵが手段を使いきっ

た状態にある場合、ＭＣＵはＤＣＲ－Ｌを返送しなければならない。 

（ｂ）ＭＣＵが以前に、ＴＤに対して送信権を割り当てている場合、２通りのケースが存在する。 

① データチャネルがすでに要求した速度で開いている場合、ＭＣＵはＤＩＴ－Ｌを返送しなければ

ならない。このときＴＤは送信権を保持する。 
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② ＴＤが異なった速度を要求した場合、ＭＣＵはＤＣＲ－Ｌを返送し、ＴＤはもはや送信権を保持し

ない。ＴＤは新たな速度の送信権を要求する別のＤＣＡ－Ｌを送信しなければならない（新たな

データ速度を要求する方法は、まずＤＩＳ－Ｌを送信することによってＴＤが送信権を解放し、そ

れから新たなデータ速度を要求する）。 ＭＣＵがその送信権を得たとき、以下の（ｃ）①②のよ

うに応答する。 

（ｃ）ＭＣＵが送信権を割り当ててなく他の割り当て要求も受信していなく、かつ（ａ）の拒否状況が発

生していないならば、 

① ＭＣＵが単独で用いられている場合、８．１の手順によりいくつかの必要なモード切替の実行を

続行する。チャネルが割り当てられ適切なモード切替が施された後、ＭＣＵはＴＤに対してＤＩＴ

－Ｌを送信する。この時点で端末はデータの伝送を開始してよい。 

② ＭＣＵが２台、あるいは複数間で相互接続されている場合、下記の３通りのケースを考慮しなく

てはならない。ＬＳＤ送信権がマスタ／スレーブの網上に１つしか存在しないこと、およびマスタ

が送信権を管理することに注意しなければならない。 

（ｉ）マスタが割り当てられ、ローカルＭＣＵがスレーブである場合：スレーブＭＣＵはそのマス

タに対して｛ＤＣＡ－Ｌ，＜Ｂ＞｝を転送し、ＤＩＴ－Ｌを待つ。スレーブＭＣＵがＤＩＴ－

ＬもしくはＤＣＲ－Ｌを受信したとき、スレーブＭＣＵはＴＤに対してこの符号を転送する。 

（ii）マスタが割り当てられ、ローカルＭＣＵがマスタである場合：マスタＭＣＵは、下位に位置

するＭＣＵを端末として扱い、｛ＤＣＡ－Ｌ，＜Ｂ＞｝に従って動作する。 

（iii）マスタが割り当てられなかった場合：その操作は、今後の検討課題とする。 

 

8.2.2.2 データ送信権の解放と再割り当て 

 データ制御の変更は会議参加者間で交渉しなければならない。送信権を保持し、有効データの伝送を完

了した端末は、ＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを送信することによって送信権を解放してもよい。これに

より、端末側は、将来の使用の為にそのチャネルを開いておくこと（ＤＩＳ）を要求したり、もしくはビ

デオ帯域を最大にするためにそのチャネルを閉じること（ＤＣＣ）を要求できる。いくつかの場合が存在

する： 

 （ａ）ＭＣＵが単独の場合、ＴＤに対してＤＣＲ－Ｌを送信し、ＤＣＣ－Ｌを受信した場合はそのチャ

ネルを閉じる。 

 （ｂ）ＭＣＵがスレーブの場合、マスタＭＣＵに対してＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを転送し、ＤＣ

Ｒ－Ｌの受信を待つ。マスタからＤＣＲ－Ｌを受信した場合、スレーブはＴＤに対してＤＣＲ－Ｌ

を転送し、ＤＣＣ－Ｌを受信した場合はそのチャネルを閉じる。 

 （ｃ）ＭＣＵがマスタの場合、マスタＭＣＵは、スレーブを端末として扱い、ＤＩＳ－ＬまたはＤＣＣ

－Ｌに従って動作する。 

 （ｄ）マスタが選ばれていない場合は、今後の検討課題である。 

 ＤＣＲ－Ｌを受信した後、ＴＤが再び送信権（おそらく異なったデータ速度の送信権）を要求してもよ

い。 

 直接接続された端末からＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを受信したＭＣＵは、それが以前に送信権を割

り当てた端末でなければ、ＤＣＲ－Ｌを返送しなければならない。この場合、もしデータチャネルを開い

ているならば、ＤＣＣ－Ｌに応答してそのチャネルを閉じてはならない。 

 ＴＤからＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを受信した後、そのチャネルが開いている場合、ＭＣＵはアイ

ドルビットの伝送を再開しなければならない。データを受信している端末は、ＤＩＳ－ＬがＭＣＵで受信

されてから、ＭＣＵがアイドルビットの送信を開始するまでの短い時間、チャネルのデータ状態が規定さ

れない状態になるであろう。ＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを送信した後、端末は、再び要求してＤＩＴ 
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－Ｌを受信しないでデータの送信を再開してはならない。 

 

8.2.2.3 データ送信権の取り消し 

 データ送信権は、議事制御機能（９．６参照）により取り消してもよい。必要な場合（例えば、障害を

修復する場合）、ＭＣＵは自らデータ送信権を取り消す。いずれの場合でも、この取り消しは、エラー状

態の修正として行われ、送信権を保持する端末等に対する要求ではない。一般に、端末はデータ伝送に必

要な時間だけその送信権を保持すべきである。 

 データ送信権の取り消しを行うＭＣＵは、送信権を割り当てているときにＤＩＴ－Ｌを送信したパスに

ＤＣＲ－Ｌを送信する。ＤＣＲ－Ｌを受信したＭＣＵは、送信権を割り当てているときにＤＩＴ－Ｌを送

信したパスにＤＣＲ－Ｌを転送し、ＤＣＲ－Ｌを受信したパスにＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを送信し

なければならない。これは、マスタ／スレーブ間、ＭＣＵ／端末間パスの両方に適用される。 

 送信権を保持しているときにＤＣＲ－Ｌを受信した端末は、そのデータ内での適切なプロトコル制御を

行い、即刻ＬＳＤパスでのデータ伝送を完了させなければならない。そしてＭＣＵに対してＤＩＳ－Ｌも

しくは、ＤＣＣ－Ｌを送信しなければならない。ＭＣＵは、このときにこのデータチャネルを閉じてもよ

いし、あるいは将来の使用の為に開いておいてもよい。 

 ＴＤが所定時間内にＤＩＳ－ＬもしくはＤＣＣ－Ｌを返送しない場合は、接続しているＭＣＵが、上記

の手順によって強制的に送信権を解放してもよい。この手順によって、いくらかデータが損失する可能性

がある。最も良い制御方法として、マスタのタイムアウトをスレーブのタイムアウトよりも長くすべきで

ある。 

 

8.2.3 ＬＳＤ／ＨＳＤデータチャネルの開／閉／速度変更 

 チャネルを開くとは、データチャネルが存在しないモードから存在するモードへ移行することである。

チャネルを閉じるとは逆の操作のことを言う。速度変更は、既に開いているチャネルで、ある速度から別

な速度へ変えることである（例えば、ＬＳＤ－３００からＬＳＤ－９６００あるいはＬＳＤ－２４００か

らｖａｒ－ＬＳＤのように）。これらすべての操作はモード切替であり、８．１の手順により実行される。 

 

8.2.3.1 マスタ／スレーブもしくは単独のＭＣＵの場合 

 マスタＭＣＵまたは単独のＭＣＵが適切な送信権を保持しているときに、データチャネルを開く、また

は閉じる、または速度変更が可能である。この必要が生じたときにあるＴＤが配信を行っている場合、送

信権は、その配信が完結したときＴＤによって自発的に解放されるか、強制的にＴＤから取り消される。 

 送信権を保持したＭＣＵは８．１の手順によって全てのポートのモードを切り替える。 

 ＭＣＣおよびＭＣＳが有効である間にＭＣＵからのモード切替を受信した場合、各端末は、その伝送を

対称化することによって応答しなければならない。つまり、必要なＢＡＳコマンドを伴ったモード切替手

順（８．１）を用いて、ＭＣＵに対して同じデータチャネルを開かなければならない。その端末はモード

切替の時点からデータ受信準備をしなければならない。このとき、多分同期しないデータアプリケーショ

ンＢＡＳコマンドを除けばアイドルビットから規定されないデータ、さらに有効データへの遷移は通知さ

れない。データチャネルを利用する場合はこのことを考慮し、有効データが送信されないときは異なった

フィルビットが送られることがあることを認識しなけらばならない。 

 ＭＣＵは、変更したチャネルが対称化されるのを待つ。もしいくつかの端末の対称化が遅れた場合ある

いはそのデータ速度をサポートしていない場合、そのＭＣＵは、この端末を二次端末に格下げすべきであ

る。 

 マスタ／スレーブの関係においては、モード切替はマスタで始まり、速度の対称化はマスタからスレー

ブに伝搬する。 
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 全ての一次端末が対称化を終えたとき、ＭＣＵはＤＩＴ－ＬをＴＤに対して送信し、他の全ての接続端

末に対して、ＴＤからのデータの配信を開始する。 

 ＴＤはデータの伝送を開始する。ＤＩＴ－Ｌの受信後、ＴＤがデータアプリケーションＢＡＳコマンド

（付表Ａ－３／ＪＴ－Ｈ２２１）を送信する場合、ＭＣＵは、これを他のすべてのポートに転送し、その

後、ＴＤに対しても同じものを返送するであろう。転送されたコマンドは、配信のデータストリームに同

期できないし、返送されたコマンドも、すべての端末がそのコマンドを受信したという保証とはならない。

データ配信開始には、この様な制限を考慮すべきである。使用が終わりデータ送信権が要求されていなけ

れば、ＭＣＵはデータチャネルを閉じてもよい。そのＭＣＵは、チャネルが閉じるまでデータ送信権を保

持し、アイドルビットを伝送しなければならない。 

 

8.2.3.2 マスタが存在しない場合 

 今後の検討課題である。 

 

8.2.4 ＭＬＰデータチャネルの開／閉／速度変更 

 チャネルを開くとはデータチャネルの存在しないモードから存在するモードへ移行することである。

チャネルを閉じるとは逆の操作のことを言う。速度変更は、既に開いているチャネルで、ある速度から別

の速度へ変えることである（例えば、ＭＬＰ－４ｋから ＭＬＰ－６４００、あるいは ＭＬＰ－６４００

から Ｖａｒ－ＭＬＰのように）。これらすべての操作はモード切替であり、８．１の手順により実行さ

れる。 

 

8.2.4.1 マスタ／スレーブもしくは単独のＭＣＵの場合 

 ＭＬＰチャネルは、マスタＭＣＵ か単独のＭＣＵ により開く、閉じるあるいは速度変更されるのみで

ある。このＭＣＵ は最初にいくつかの規則にのっとってＭＬＰチャネルを開く。以下を含む： 

（ａ） 会議のためのＭＬＰ速度の初期化。 

（ｂ） 会議内の端末に共通なＭＬＰ速度（例えば、6400bit/s）。 

（ｃ） １つあるいはそれ以上の、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の１２．５の交換手順能力に従う端末によ

り要求され、又、会議内の他の端末がそれをサポートするＭＬＰ速度。 

（ｄ） ＭＬＰ速度 32K あるいは 40K を使用する事による ＭＬＰをサポートしない端末の会議参加最

大化。そしてそれはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７２８をサポートするＭＬＰ端末が、ビデオレートをＭＬ

Ｐをサポートしない端末に合わせる事を許可する。 

（ｅ） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０の ＤＣＭ コマンドを使用する端末からの要求。 

（ｆ） ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の９章の方法を用いた、一つまたは複数の端末からのモード優先要求。 

 開かれたＭＬＰチャネルの速度を何にするかを決定する方法の選択は、提供者による。しかし、

6400bit/s は全ての端末に強制されており、ＭＣＵ は ＭＬＰ をサポートしている事に注意が必要である。

ＭＬＰモード操作を開始しているＭＣＵは、８．１の手順に従い、同じ会議の全てのポートのモードを変

更する。単純な端末は、開かれる事が可能な宣言されたＭＬＰ速度を表示するためにゼロデータを宣言す

るかもしれないが、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズはサポートされないという事に注意すべきであ

る。又、他のＭＬＰ速度で ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズがサポートされない間、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２４２の１２．５の能力交換手順も、１つあるいはそれ以上のＭＬＰ速度で ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１

２０シリーズはサポートされるという事を表示するために使用されるかもしれない。 

 ＭＣＣとＭＣＳが有効であり、ＭＣＵからのモード変更を受信した時、それぞれの端末はその転送の対

称化をとる事により応答しなければならない；それは次の通り。端末は必要なＢＡＳコマンドによりモー

ド切換手順（８．１）を使用する事で、ＭＣＵの指示と同一のデータチャネルを開かねばならない。ＭＣ

Ｕ は、変更されたチャネルが対称になるのを待つ。もし、ある端末において対称化が遅い、あるいは共 
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通データ速度トをサポートしないなら、ＭＣＵ はこの端末を二次端末の状態にすべきである。マスタ/ス

レーブの取り決めにより、モード変更はマスタにより始まり、速度の対称化はマスタから発せられる。 

 ＭＣＵが適切であると判断したとき、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズデータによるＭＬＰチャネルの使用が、 

「Ｔ．１２０オン」ＢＡＳコマンドにより通知されるだろう。「Ｔ．１２０オン」が受信された時、ＭＣ

ＵはＪＴ－Ｔ１２０シリーズデータストリームを、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズデータプロセッサに接続すべ

きである。ＭＣＵ は端末を、宣言された「Nil-Data」能力で、ＪＴ－Ｔ１２０データプロセッサに接続し

てはならない。Ｔ．１２０能力あるいはＨ．２２４＿ＭＬＰ能力（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１の付属資料

Ａ－１４、Ａ－１５ 参照）を持ったすべての端末は、速度対称性が確立することを仮定してＪＴ－Ｔ１

２０シリーズデータプロセッサに接続されねばならない。ＭＬＰチャネル上でＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４

の動作開始の手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ上のものと類似している。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ

１２０シリーズとＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４は同時にＭＬＰチャネル上で共に存在できるし、また独立に

機能できることに注意する。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズやＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４のようなＭ

ＬＰデータアプリケーションＢＡＳコマンドは多重化の変更を意味することはなく、ＭＬＰ速度コマンド

やＧ．７１１の様なＢＡＳコマンドの受信に対してのように、受信後 20msec 効果を発揮することは要請

されない。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズは可能であるが、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力を実行しない、あ

るいはＴ．１２０オン/オフを使用しない端末が存在するかもしれない。これらの端末は提供者の判断に

おいて、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズのデータプロセッサに接続されるであろう。 

 各々の端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２２／ＪＴ－Ｔ１２３／ＪＴ－Ｔ１２５の手順に従ってＪＴ－Ｔ

１２０シリーズデータプロセッサへの接続確立を試みてもよい。 

 ＭＬＰデータチャネルは以下の様な様々な理由により終了してもよい： 

（ａ）初期状態の設定あるいは変更の実行； 

（ｂ）ＭＬＰファシリティを使用する端末からの要求 

 １度ＭＬＰデータチャネルが閉じられたならば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを再びそれを開く

要求として使用する事は出来ない。ＤＣＭ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）は、ＭＣＵ により開かれ

たＭＬＰデータチャネルを要求する端末によって、送出されてもよい。ＭＣＵは応答でチャネルを開く義

務はない。又、いくつの速度でＭＬＰチャネルを開くかの決定において、何らかの規則に従う義務もない。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の９．５に述べられたようにモード選択通知(Mode Preference Indicator)に

よって、他の端末からのＭＬＰ速度変更を要求することができる。このコマンドに対する並びは＜MLP 

rate＞＜Ｍ＞＜Ｔ＞＜Request Modifier＞であり、ここで＜ＭＬＰ＞はモード選択要求、＜Ｍ＞＜Ｔ＞は変

更を要求している端末の端末番号、＜Request Modifier＞はＳＢＥ番号であり、これらの意味は表６／ＪＴ

－Ｈ２４３に定義されている。 

あるＭＣＵが速度変更を要求している時、値＜Ｔ＞はゼロでなければならない。端末番号を含むことは、

そのＭＣＵをある端末からの繰り返し要求と他の端末からの要求を区別することを可能にしている。マス

タ／スレーブのカスケード接続において、＜Ｍ＞＜Ｔ＞のペアを含む全シーケンスは処理するためにマス

タへ転送される。ＭＬＰ選択要求は主に端末－ＭＣＵ間で用いられることが期待されるが、ポイント・ポ

イント通信の場合での使用も許されることに注意せよ。 
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表５／ＪＴ－Ｈ２４３ ＭＬＰ要求での修飾値 

 (ITU-T H.243) 

 

ビット位置 

(JT-H221 毎） 

値 要求項目 

０ Ｘ 予約  （先頭１１１は除く） 

１ １ オーディオオン 

 ０ オーディオオフ 

２ １ ビデオオン 

 ０ ビデオオフ 

４－８ ０ ６．４kbit/s ＭＬＰ＊ 

 １ ８kbit/s ＭＬＰ 

 ２ １４．４kbit/s ＭＬＰ＊ 

 ３ ｉｃの中の少なくとも２０kbit/s ＭＬＰ 

 ４ ３２kbit/s ＭＬＰ＊ 

 ５ ４０kbit/s ＭＬＰ＊ 

 ６ ｉｃの中の少なくとも４５kbit/s ＭＬＰ 

 ７ ｖａｒ－ＭＬＰ 

 ８ １４．４kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 ９ ６２．４あるいは６４kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １０ １２８kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １１ １９２kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １２ ２５６kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １３ ３２０kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １４ ３８４kbit/s Ｈ－ＭＬＰ 

 １５ ｉｃ及び付加チャネルであわせて少なくとも１００kbit/s 

 １６ ｉｃ及び付加チャネルであわせて少なくとも１５０kbit/s 

 １７ ｉｃ及び付加チャネルであわせて少なくとも２００kbit/s 

 １８－３１ 予約 

 

＊は優先ＭＬＰ速度を示す。 

 

 

8.2.4.2 マスタなし 

今後の課題。 

8.2.5 ＭＬＰチャネルにおけるＨ．２２４に対するデータ送信権 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４の６．２に記述されているように、受信端末がＨ．２２４－ｓｉｍ能力をサ

ポートしているときにＨ．２２４とＪＴ－Ｔ１２０シリーズのパケットはＭＬＰチャネル上で送信される

ことができる。受信端末がＨ．２２４－ｔｏｋｅｎ能力を持っている時、Ｈ．２２４とＪＴ－Ｔ１２０シ

リーズのパケットはＭＬＰチャネル上で、以下の手順を用いて送信することができる。 
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１） 送信端末は送信権アクセスをＭＬＰチャネルに対し表２／ＪＴ－Ｈ２４３からの＜Ｂ＞の適当な値

と｛ＤＣＡ－Ｌ、＜Ｂ＞｝コマンドを用いて要求しなければならない。これ以外に、手順はＬＳＤ

チャネルに与えられたのと同じアクセスである。送信権制御はＨ．２２４データのみ適用され、ＪＴ

－Ｔ１２０シリーズのデータには適用されないことに注意せよ。 

２） ＭＣＵが送信権を与え、（必要ならば）さらにＭＬＰチャネルを開き終わったとき、ＭＣＵはＨ．

２２４－ｔｏｋｅｎ－ｏｎをＨ．２２４－ｔｏｋｅｎ動作の開始を通知するためにＭＬＰチャネル上

で送信しなければならない。 

３） このモードにあるときは、ＭＣＵはＭＬＰチャネルの混雑を減らすために全てのＨ．２２４データ

グラムを同報するか、Ｈ．２２４ヘッダーアドレスに基づいたデータグラムを選択的に同報するかの

どちらかを選んでよい。 

４） 送信権が廃棄されたとき、ＭＣＵはＨ．２２４－ｔｏｋｅｎ－ｏｆｆをＨ．２２４－ｔｏｋｅｎ動

作の終了を通知するために会議参加者全員に送信せねばならない。 

 

 ＭＣＵは会議のＳＣＭを制御し、さらにＨ．２２４－ｓｉｍ、Ｈ．２２４－ＭＬＰ、またはＨ．２２４

－ｔｏｋｅｎにより許可されるモードでのＨ．２２４動作の管理を選択してもよい。ＬＳＤ動作はＨ．２

２４－ｔｏｋｅｎベースの動作が使用中のときにＭＣＵによって任意に抑制してもよい。このように、Ｈ．

２２４－ｔｏｋｅｎはＭＬＰとＬＳＤの同時動作に対し、ＭＣＵがサポートすることを意味しているわけ

ではない。 

 

 

９．ＢＡＳ符号を使った議事制御手順 
 ＭＣＵが議事制御を提供する限り、９．４．２を除き、本章で規定される内容に従わなければならない。 

 

9.1 概 要 

 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの制御と議事制御の相互作用に関する記述は１５章に示す。 

 本オプションでは、ＭＣＵが適当なソフトウェアとハードウェアを提供し、少なくとも一つの端末が以

下に示される機能を持つことが要求される。 

 ＭＣＵは多地点議事制御能力（ＣＩＣ）を持っていなければならない。すなわち、 

 －端末番号の割当が可能なこと。 

 －議事制御権を割当可能なこと。 

 －議事制御権保持者からのコマンドに従い、端末を会議から切断可能なこと。 

 －議事制御権保持者からのコマンドに従い、ビデオ切替が可能なこと。 

 －他の全ての端末からのデータ送信を中止可能なこと。 

 －会議全体を切断可能なこと。 

 ２台以上のＭＣＵが会議に関係しているなら、全てのＭＣＵが、カスケード議事制御を提供するために

ＣＩＣ能力を宣言しなければならない。ＭＣＵがＣＩＣ能力を持ち、かつカスケード議事制御を提供しな

いこともあり得ることに注意する必要がある。何故なら、カスケード接続は、議事制御と独立したオプ

ショナルな機能であるためである。 

 議事制御端末は以下の手段を持つべきである。すなわち、 

 －ＢＡＳ符号ＣＣＡ，ＣＩＳ，ＣＣＤ，ＣＣＫ，ＶＣＢ，ＶＣＢ解除，ＳＢＥ番号を送信する手段 

 －ビデオ（またはオーディオ）に関連した端末番号や他のＩＤ情報を表示する手段 

 －ビデオ切替や端末の切断など、ユーザの入力を受け付ける手段 
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 －ＭＣＵからのＣＩＣ，ＣＩＲ，ＴＩＦを受け付ける手段 

 他の接続された端末が特別な能力を持っている必要はない。ＳＢＥ符号だけがこの手順で使用されるた

め、この様な端末は誤作動しなければ、これらの符号を無視してもよい。議長端末は、それ自身、その能

力セットの中に、ＣＩＣを宣言する必要が無いことに注意すべきである。 

 ＣＩＣ能力によって規定された機能は単独のユーザに与えられてもよいし、端末側で能力を分割し、Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｆ７３０に記述されるとおり制御者および議長として、二人のユーザに各々を分け与えて

もよい。 

 

9.2 議事制御権の割当／解放／取消 

9.2.1 割当 

9.2.1.1 議事制御権の割当を希望している端末ＴＭは、ＭＣＵから今現在受け取っている能力セットの中

にＣＩＣを含んでいれば議事制御権要求を続行してもよい。 

 ＴＭはＣＣＡを送信することによって、議事制御権の割当を要求する。ＴＭがＭＣＵから正当な時間内に

応答を受信（以下参照）できなければ、要求を繰り返してもよい。ＭＣＵはオプションとして、予約時に

議事制御権を予め割り当てることができる。この場合、ＭＣＵは予め、議事制御権を割り当てられた端末

以外からの要求を全て拒否する。 

 

9.2.1.2 端末ＴＭからＣＣＡを受けると、ＭＣＵは以下のように動作する。 

（ａ）ＭＣＵが既にＴＭ以外の端末や他のＭＣＵに議事制御権を割り当てている（ＣＩＴを送信し、ＣＩ

Ｓを受信していない）かまたは、直接接続されている端末またはＭＣＵから議事制御権の割当要求

を既に受信している場合はＣＣＲを返送しなければならない。 

（ｂ）ＭＣＵが以前にＴＭに議事制御権を割り当てている場合、ＣＩＴを返送しなければならない。この

時ＴＭは議事制御権を保持し続ける。 

（ｃ）ＭＣＵがどの端末に対しても議長権を与えられていない、かつ他の端末から議長権取得要求を受け

ていない、かつ（ａ）で示される拒絶状態が発生していなければ、 

 （i）ＭＣＵが単独で用いられているなら、そのＭＣＵはＴＭに対し、ＣＩＴを送信する。この時点で、

端末は議事制御コマンドを発行してもよい。議長端末は、ユーザに対し議長権が得られたことを

示してもよい。 

 （ii）ＭＣＵが２台または複数間で互いに接続されている場合は、以下の３通りのケースを考えなけれ

ばならない。なお、ＭＣＵがマスタ／スレーブ接続されているとき、議長権は１つしか存在しな

いこと、およびマスタが議長権を管理することに注意が必要である。 

－マスタが割り当てられ、ローカルＭＣＵがスレーブである場合： 

スレーブＭＣＵはＣＣＡをマスタに転送し、ＣＩＴを待つ。スレーブＭＣＵがＣＩＴまたはＣＣ

Ｒを受け取ったら、この符号を端末に転送する。マスタが二つあるいは複数のＣＣＡを同時に受

けた場合、ランダムに一つ選ばれ、それ以外の端末はＣＣＲを受け取る。 

－マスタが割り当てられ、ローカルＭＣＵがマスタである場合： 

マスタＭＣＵは下位ＭＣＵに対しては端末と同様に、ＣＣＡに従い動作する。 

－マスタが割り当てられていない場合： 

この制御は今後の検討課題である。 
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9.2.2 議事制御権の解放 

 議事制御の変更は会議参加者の間で交渉されなければならない。議事制御権を保持している端末は、Ｃ

ＩＳをＭＣＵに送信することで議事制御権を解放してもよい。 

 いくつかのケースが存在する。 

（ａ）ＭＣＵが単独の場合、議事制御権取り消しの確認としてＭＣＵがＴＭにＣＣＲを送信する。 

（ｂ）ＭＣＵがスレーブの場合、スレーブＭＣＵはマスタＭＣＵにＣＩＳを転送し、ＣＣＲを待つ。マス

タからのＣＣＲの受信により、スレーブはＴＭにＣＣＲを転送する。 

（ｃ）ＭＣＵがマスタの場合、マスタＭＣＵはスレーブを端末として扱い、ＣＩＳに従って動作する。 

（ｄ）マスタが選ばれていない場合の制御は今後の検討課題である。 

 ＣＣＲを受信した後、ＴＭは再び議事制御権を要求してもよい。他の端末も議事制御権の要求ができる。 

 直接接続された端末からＣＩＳを受けたＭＣＵは、それが以前に議事制御権を割り当てた端末でなけれ

ば、ＣＣＲを返送しなければならない。 

 

9.2.3 議事制御権の取消 

 議事制御権はＭＣＵによって取り消してもよい。起こり得る例としては、二台のＭＣＵが各々の端末に

対して議事制御権を割り当て、その直後に各ＭＣＵが接続され、一方がスレーブになった場合、スレーブ

側で保持している議事制御権は排除されなければならない。 

 取り消しを行うＭＣＵは、議事制御権を割り当てる際にＣＩＴを送信した経路にＣＣＲを送信する。

従って、このコマンドはＴＭまで伝搬される。この説明は、マスタ／スレーブ間およびＭＣＵ／端末間の

両方に対して適用される。スレーブＭＣＵが議事制御権の取り消しを行う場合、ＴＭにＣＣＲを送信した

後、ＣＩＳを使ってマスタに対して解放することを知らせなければならない。マスタはＣＣＲを使って、

スレーブからのＣＩＳに確認応答する。 

 議事制御権を保持しているときにＣＣＲを受信した端末は即刻、議事制御を中止しなければならない。

そしてＣＩＳをＭＣＵに対して送信しなければならない。その直後の制御は、上記に示した議事制御権解

放の手順の通りである。 

 ＴＭがＣＩＳを妥当な時間内に返送しない場合、それに接続されたＭＣＵは上記の手順に従って、その

端末に代わって議事制御権の解放を行ってもよい。最もよい制御方法として、マスタのタイムアウト時間

はスレーブのタイムアウト時間よりも長くとるべきである。 

 議事制御権が解放されるかまたは取り消されたとき、ビデオ切換制御は音声起動へ戻る（６．３参照）。

この復帰が動作中のＶＣＳに対して影響を及ぼすかどうかは各提供者に任されている。 

 

9.3 議事制御端末に有効な通知情報 

 通知された機能が、接続されたＭＣＵに存在する場合、つぎの情報は議事制御端末ＴＭに対して有効で

ある。 

 （ａ）接続されている端末及びＭＣＵの割当番号 … ｛ＴＩＮ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝ 

 （ｂ）切り離されている端末の番号 ………………… ｛ＴＩＤ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝ 

ＴＩＤは端末が切り離されていた時にのみ通知されることに注意する。 

 （ｃ）ビデオが入力されている端末の番号 ………… ｛ＶＩＮ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝ 

｛（ａ）～（ｃ）は他の端末に対しても有効である。以下を参照。｝ 

 （ｄ）発言権の要求 …………………………………… ｛ＴＩＦ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝ 

 ｛ＴＩＮ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝と｛ＴＩＤ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝の値は、上記の情報がすべてのＭＣＵから

集められた後、受信された通りマスタによって送られる。（７．３．１．２参照）または、ＴＭはマスタ

に｛ＴＣＵ｝を送ることによって、会議に参加している端末の情報を引き出すことができる。 

 この操作についてのＭＣＵ手順は７．３．１．３に述べてある。 
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9.4 ビデオの選択 

9.4.1 同報ビデオの議事制御 

 端末番号＜Ｔ＞は、議事制御端末ＴＭにおいて、ＴＣＵの送信あるいは会話（対話）的（ＭＣＵのオー

ディオ切替動作を用いた各ビデオ情報源の送り込み）に、あるいはＶＣＢを使用することによって得るこ

とができる。 

 ｛ＶＣＢ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を送ることによって、議事制御端末は、そのビデオ情報源を除いた全ての

関係端末に対して、どのビデオ信号が伝送されるべきかを決定する。この信号を受取次第、ＭＣＵは最初

に番号＜Ｍ＞の部分を点検する。＜Ｍ＞が自分自身のＭＣＵ番号でなければ、ビデオ信号はマスタあるい

は関連して接続されているスレーブから全てのポートに送られる。＜Ｍ＞が自分自身のＭＣＵ番号であれ

ば、ビデオ信号は関連する加入端末から全てのポートに送られる。さらに、ＶＣＢの値は接続されている

全てのＭＣＵに送られる。ただし、他のＭＣＵからその値を受け取った場合、そのＭＣＵには、それを

送ってはいけない。 

 ＴＭは他のＭＣＵに対してＶＣＥを伝送することで自動ビデオ切替（６．３）に復帰を命令する事がで

きる。ビデオの同報元が受信するビデオの選択については規定しない。ローカルＭＣＵは、ビデオの同報

元に対し、以前に受信していたビデオを与えても良いし、ＴＭからのビデオを与えても良い。もし可能な

らば、有効なビデオ信号を（例えば、２０秒毎に）順に切り換えても良いし、提供者の判断による他の方

法を適用しても良い。 

 

9.4.2 ＴＭにおける受信ビデオの議事制御 

 この項は、議事制御端末にとってオプションである。 

 ｛ＶＣＳ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を送ることによって、ＴＭはどのビデオ信号がそれ自身に送られるべきか

決定する（６．３．３参照）。ローカルＭＣＵが、この能力（必須ではない）を持ち、また要求されたビ

デオ信号が利用可能ならば、ＴＭに送る。もしＭＣＵがこれに従うことができなければ、ＶＣＲを返送す

る。 

 ビデオの自動選択にもどるには、端末はＶＣＳ解除を送る。 

 

9.5 議事制御による端末切断 

 端末番号＜Ｔ＞は、９．４．１で述べたように得ることができる。会議から端末を切断したい場合、

｛ＣＣＤ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝がＭＣＵに送られる。 

 

 注：コンピュータが、ユーザからファイル削除などの回復不可能な動作を要求されたとき、ユーザに対

して確認を求めることは通常の手順となっている。この予防手段を議事制御端末のソフトウェアに

含めることを提案する。 

 

 この符号を受取次第、ＭＣＵは最初に番号＜Ｍ＞の部分を点検し、次の様に動作する。 

 －もし＜Ｍ＞が自分自身のＭＣＵ番号（その端末が直接接続されている）であればその端末を切断し、

｛ＴＩＤ、＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝をＣＣＤを受信した端末に送り、他の接続されるＭＣＵや端末にも繰り

返される。 

 －もし、その端末が他のＭＣＵに接続されていれば、ＭＣＵ間リンクでその符号を送り返す。 

 ＭＣＵの一つのポートで｛ＴＩＤ，＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を受け取った場合、他に接続されている全てのＭ

ＣＵと端末やもし直接接続されていればそのＴＭに対してこれを送り返す。 

 この処理は、たとえ制御権がスレーブＭＣＵに接続されている端末に割り当てられていたとしても、

（結果として）正しい端末を切断することになる。 
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 ＭＣＵが存在しない端末もしくは、すでに切断された端末に対する切断のコマンドを受け取ったら、Ｍ 

ＣＵはコマンドが送られてきた方向へ｛ＣＩＲ｝を送る。 

 

9.6 議事制御によるデータ送信権の取消 

 議事制御端末は、ＤＣＲ－Ｌ符号とＤＣＲ－Ｈ符号、またはどちらか一方を送ることができる。それに

よりローカルＭＣＵは直接接続されデータ送信を行っている端末かまたはマスタＭＣＵに対しＤＣＬ－Ｌ

／Ｈを送信する。その結果、全てのデータ送信は中断される。続いて起こるデータチャネルの停止は８．

２．３による。これは、ＭＣＵがＨＳＤ／ＬＳＤをサポートする場合であるが、そうでなければこの符号

は無視されねばならない。 

 

9.7 発言権の要求 

 適切な設備を持つ端末は、“発言権の要求”をＴＩＦ符号を用いて入力できる。 

 ＴＭが局所的に接続されているならば、ＴＩＦを受信しているＭＣＵは議事制御端末にＴＩＦを送信す

るが一方では、議事制御端末にＴＩＦを送信するためにマスタＭＣＵにもＴＩＦは送信される。 

 

9.8 会議全体の切断 

ＭＣＵが議事制御端末からＢＡＳ符号ＣＣＫを受け取ったとき、そのＴＭの参加している会議の呼をＴＭ

を含んで全て切断する。議事制御端末ＴＭはＴＩＤを受信することにより会議の終了を確認するため最後

に切断される。ＣＣＫの受信によりスレーブＭＣＵはマスタに対しＣＣＫを送り（ＣＣＫをマスタから受

信した場合を除いて）マスタを除く全ての回線を切断する。マスタから受信したＴＩＤにより正常な処理

が確認される。 

端末あるいはスレーブＭＣＵから受信したＣＣＫにより、マスタは初めにＣＣＫを受けたものを除く全

てのスレーブＭＣＵに転送し、その後、他のＭＣＵとの接続を残して自分につながる全ての通信を終了さ

せる。受信したＴＩＤはＣＣＫによる処理の完了を確認する。ＴＩＤは全てのスレーブＭＣＵに転送され

なければならないことに注意すべきである。 

ＣＣＫの目的において、ＭＣＵ間の接続は、カスケード接続されたＭＣＵの一部とみなされ、従って、

ＴＩＤが分配されるまで保持される。その後これは提供者の裁量において切断されてもよい。 

 

9.8.1 権限割り付けの認証 

 この項は議事制御端末を含む全ての端末にとってオプションである。 

 適切に装備されたどの端末も、ＴＣＡを使用してデータ送信権や議事制御権を割り付けられる端末の情

報を要求してよい。接続されているＭＣＵが割り付けられた権限を持つ端末番号を知っているなら、ＭＢ

Ｅ符号であるＴＩＲで応答する。このＴＩＲはＬＳＤ権，ＨＳＤ権、議長権を現在保有している端末番号

｛＜Ｍ＞，＜Ｔ＞｝を、この順番で含んでいる。権限が割り付けられていなかったり、機能がサポートさ

れていなかったりするときの端末番号は、｛＜Ｍ＞＝０，＜Ｔ＞＝０｝である。 

 要求中の端末が接続されているＭＣＵがこの機能をサポートしているスレーブＭＣＵであり、その権限

を保有している端末のアドレスを知らないなら、ＴＣＡ符号がスレーブＭＣＵからマスタＭＣＵへ転送さ

れる。そのマスタＭＣＵは特定の権限に関する端末番号を探すために、スレーブＭＣＵに問う必要がある

かもしれない。マスタＭＣＵからのＴＩＲはスレーブＭＣＵによって要求している端末へ転送される。 
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１０．ＢＡＳシーケンス 
 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の１４章の規約は、下記に示す追加文を補う必要がある。 

 ＭＣＵは関係する全ての端末に対して、通常のＢＡＳコマンドの繰り返しとともに、ＭＣＣ、ＭＣＳを

送信する。それによって、端末は多地点呼に参加したままでいるという事を確実に知ることができる。 

 

 

１１．呼接続中の能力交換 
 能力交換は、端末によってポイント・ポイント呼の場合と同じ方法で始められる（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ

２４２参照）。接続端末によって宣言された異なった能力に適応させる必要がある時は、ＭＣＵによって

始められる（４章参照）。 

 

 

１２．ＭＣＵにおけるループ検知手順 
 この章はオプションである。 

 

 注：この章は、接続された端末内でのディジタルループバックに関するものではない。（これはメンテ

ナンス機能であり、通常の会議中には発生し得ない。しかし、ＭＣＵは、周期的にＬＣＯを送信し

てもよい。） 

 

 ＭＣＵに接続されているラインでループした時、（端末内又は網のどこかで）そのＭＣＵは自装置自身

と効率的に通信を行なうことになる。ループされているポートは、似た状況が実際に起こりそうもない、

十分に独特な符号シーケンスを送信し、そのポートで受信した信号の中に適当な時間内に出現する同じ

シーケンスを探すことにより知ることができる。いずれのポートでもすべてのポートでも、そのポートが

動的モード切換や能力交換中でない状況（例えば、通常数秒毎に）に従って要求されるような試験を行な

うことができる。 

 状況に応じて、２つのシーケンスのどちらかが使用される。 

 （１）もしＭＣＵが番号付けされていたら、シーケンス｛ＭＩＬ，＜Ｍ＞｝が使用される。 

なぜならば他のＭＣＵによっては、このシーケンスは実行されないからである。 

 （２）そうでない場合は、下記に示すようなシーケンスが実行される。 

 シーケンスは｛ＭＩＬ，＜Ｎ＞｝から成る。ここで“＜Ｎ＞”はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０に示されて

いる０‐２５５までのランダムなＳＢＥ番号である。送信後、受信ＢＡＳ位置は（例えば）２秒間モニタ

される。その間に同じシーケンスが戻ってきた場合、結果としてそのポートは実際にループされていると

いう結論になる（以下の注を参照）。そして、その後の動作は、内部ソフトウェアの構成による。（例え

ば、ループ中であれば、多分、診断目的の為のループ遅延を供なってそのポートを会議から切断する。）

試験は、より信頼性を増す為に、異なったランダムな番号を使用して繰り返される。 

 

 注：ここで、他の接続端末によって同時に試験が実行される可能性があり、（たとえばＭＣＵが、互い

に接続されている時）受信したシーケンスが、他の端末で実行されたものではないという実証が必

要である。試験は、異なったランダムな番号で２回繰り返されるべきで、間違える可能性は非常に

小さい。 
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１３．例外的な手順 
13.1 接続端末がＳＣＭ能力を通知しない場合 

 ＭＣＵは、能力マーカと少なくとも１つのオーディオ能力符号から成る能力セットをこの端末に対して

送信する。 

 通信は、この端末とＭＣＵの間の通信モードがより低位のモードであることを除いて、５章の規定と同

様に進められる。ＭＣＵはこの端末に対してＭＩＳを送信し、二次端末の状態であることを示す（ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｈ２３１参照）。 

 

13.2 競合解消手順 

 マスタスレーブ状態において、スレーブはマスタの選択結果を採用しなければならない。また、マスタ

はスレーブの採用した動作を無視しなければならない。これによって短時間内に競合が訂正される事が期

待される。 

 ここで、ＭＣＵ間リンクにおいて、たまたま双方のＭＣＵが、ほぼ同時に相容れないコマンドを送信し

た時、受信値に基づいて動作する代わりに、おのおののＭＣＵはＳＢＥ番号を送信する（ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２３０参照）。それ自身が送信した値より大きい番号を受信したＭＣＵは、すでに決定された値を保

持するが、ほかのＭＣＵは、最初のＭＣＵに選択された動作を採用しなければならない。 

 もし、たまたま双方の番号が同じであった場合には、この過程が繰り返される。 

 仮にこの手順において送信されたランダムなＳＢＥ番号の一方或いは双方が失われた場合、混乱が起こ

りうる。それ故、各々のＭＣＵは５秒間のタイマーをセットしなければならない。もしランダムＳＢＥの

送信後ＭＣＵがこれを受信することなく５秒が経過した場合、ＭＣＵは新たなランダムＳＢＥを送信しな

ければならない。仮に３回の試行後応答が得られない場合、ＭＣＵは相手ＭＣＵを競合解消手順をサポー

トしていないかまたは故障しているとみなすべきである。この点での動作は提供者の自由裁量である。 

 非マスタ／スレーブモードの場合、衝突解消は一度使用され、その解消手順の結果は将来の解消手順の

指針に使われる。この目的は、ＭＣＵの動作速度を極端に低下させうる、高頻度の衝突解消処理の使用を

避けることである。衝突解消処理は同時には２つかそれ以上の衝突に対して実施するべきではない。 

 異なるＭＣＵはコマンド衝突の検出時間が異なることに注意せよ。従って５章により、あるＭＣＵは衝

突の検出以前にランダムな値を受信しているかもしれない。それは他のＭＣＵを騙す可能性があり、さら

に常にマスタＭＣＵとして動作することもできるかもしれない。競合解消手順の目的は衝突を任意に解決

することであり、どんな厳密な正当性の欠如も重要ではない。 

 

 

１４．ＭＣＵループバック手順 
 ＭＣＵループバック手順はオプションである。さらにどの様な特定のＭＣＵもこの章で記述される１つ

の或いは複数の手順を実行してもよい。特定端末からのループバックコマンドは会議中の他のどの端末へ

も影響を及ぼさない。これは現在のビデオ送信元が変更されることを間接的に回避する。ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２４２のポイント・ポイントでのループバックであるＬＣＡとＬＣＶはアナログ信号でのループバッ

クであるが、ＭＣＵは通常アナログ信号の処理を伴わないことに注意せよ。ループバックコマンドはより

安定な動作のため数回繰り返されるべきである。ＭＣＵはループバックコマンドを会議に参加している端

末には一切転送してはならない。 

 本章の手順はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２のポイント・ポイントループバックで使用される、ループバッ

クを初期化していない相手端末は、ループバックされたメディアを視聴し続けられるべきであるという手

順に従う。ＭＣＵにとってこれは、ループバックされたメディアが会議の一部分として継続することを意

味する。 
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 特定のポートにＢＡＳコマンドでのＬＣＤを受け取った場合ＭＣＵはその端末からの多重データを完全

な形で送り返さなければならない。ＭＣＵはループバックされた端末からの多重化データを会議内に転送

し続ければならない。ＭＣＵはループバック中の端末からのＢＡＳコマンドＬＣＯ（ループバック解除コ

マンド）を監視し続けなければならず、それを受信した場合にはループバック状態を無効にする。なお、

ＭＣＵはディジタルループバックが動作中には、このポートに関してどんな能力変更やモード変更も行っ

てはならない。ループバックの動作中ＭＣＵはＳＣＭの変更には何等従わない、その後、ループバック端

末に対してそれらの変更は通知されない。 

 特定のポートからＢＡＳコマンドＬＣＡを受信した場合、ＭＣＵは受け取った（ＭＣＵに対して）オー

ディオを要求端末に送り返さなければならない。これは会議のオーディオ多重にオーディオを送信してい

る間、ビデオ、データ、ＢＡＳの処理は影響を受けない。この状態においてループバック中のポートから

のオーディオ信号はオーディオ切替に使用され続ける。ＭＣＵはループバック中の端末からのＢＡＳコマ

ンドＬＣＯ（ループバック解除コマンド）を監視し続けなければならず、それを受信した場合にはループ

バック状態を無効にする。ループバックの休止期間にＭＣＵはオーディオをループバックしたポートに対

し通常通りの能力変更の再履行を続けるべきである。 

 特定のポートからＢＡＳコマンドＬＣＶを受信すると同時に、ＭＣＵは受け取った（ＭＣＵに対して）

ビデオを要求端末に送り返す。この間他の会議関係者にはビデオが送り続けられる。オーディオ、データ、

ＢＡＳの処理は影響を受けない。この状態でループバック中のポートに対するＭＣＶ，ＶＣＳ，ＶＣＢの

様なコマンドは提供者の自由裁量においてＭＣＵが無視しても構わない。 ＭＣＵはループバック中の端

末からのＢＡＳコマンドＬＣＯ（ループバック解除コマンド）を監視し、それを受信した場合にはループ

バック状態を無効にする。ループバックの休止期間にＭＣＵはビデオをループバックしたポートに対し通

常通りの能力変更の再履行を続けるべきである。 

 ループバックコマンドが無効にされた場合、ＭＣＵは適当なコマンドにより依然ループバックされた端

末に対し現在のＳＣＭを適用させる。ループ状態にある端末はその能力セットを変更すべきでない。 

 

 

１５．ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの制御との相互作用 
15.1 議事制御の相互作用 

 端末番号と議事制御権が ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ参

照）を用いて割り当てられ、そして会議に参加している全ての端末が ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリー

ズを備え、それらの割り当てが優先権を持ち、この章での手順が宣言されない場合、議事制御もまた Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズによって規定されてもよい。会議中に端末とそれを直接接続するＭＣＵ

間でＪＴ－Ｔ１２０シリーズのチャネルが開かれている場合、ＣＩＣ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０参照）

の定義によって関係づけられるＢＡＳ符号は送信されてはならない。会議のＳＣＭに基づき、端末はＭＬ

Ｐチャネルが開閉する周期を通してこれら２つのモード間を遷移してもよいことに注意せよ。 

 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力端末と非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力端末による会議においても、Ｍ

ＣＵはＴＩＡを用いて本章に従った端末番号を割り当て続けるべきである。これは、それらの端末番号が

非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの端末が理解できる唯一の端末番号だからである。ＭＣＵはまたＢＡＳ手順を

用いて非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの端末からＩＤ文字列を集めるべきである。非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ

の端末はそのうえ端末ＩＤ文字列を要求するため本章の手順を用い続けてもよい。非ＪＴ－Ｔ１２０シ

リーズの端末はＴＩＮ，ＴＩＤ，ＶＩＮを受信し続ける。この場合、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの議事制御

はＪＴ－Ｈ２４３端末番号を非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの端末制御に利用してもよい。そのように混在し

た全ての会議において ＪＴ－Ｔ１２０シリーズに基づいた議事制御もＪＴ－Ｈ２４３の議事制御上の手

順を与えられるべきであり、ＪＴ－Ｈ２４３議事制御権は全ての端末に対し認められない。非ＪＴ－Ｔ１ 
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２０シリーズの端末がＪＴ－Ｔ１２０シリーズの会議に加わった場合においても機能は減少しない（議長

に成れないことを除いては）。 

 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの制御が混在した会議で望まれない場合、ＭＣＵはその能力セットから ＪＴ

－Ｔ１２０シリーズを除くように命令される。その結果、ＪＴ－Ｈ２４３制御が使用される。議長側がＴ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４３のみをサポートする事は問題であるかも知れない。また、それが制御状態にある

ことは避けられない。 

 

15.2 パスワードでの相互作用 

 ＪＴ－Ｈ２４３のパスワードはオーディオ／ビデオ会議へ入ることを許可する。ＪＴ－Ｔ１２４のパス

ワードの意味はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２４の中で定義される。 

 一般的に、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの（非ＪＴ－Ｈ２２１）端末にとってＪＴ－Ｔ１２０シリーズのパ

スワードのみ選択でき、非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力のＪＴ－Ｈ３２０端末はＪＴ－Ｈ２４３／ＪＴ

－Ｈ２３０パスワードのみ選択できる。ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力を持ったＪＴ－Ｈ３２０端末に対

して、ＭＣＵはパスワードを２回選択出来るが、一度はＪＴ－Ｈ２４３レベルでのオーディオ／ビデオ会

議への参加許可であり、一度はＪＴ－Ｔ１２０シリーズのレベルでのオーディオ／ビデオ会議への参加許

可である。 データ会議の為の高いレベルの安全のように、何らかの操作上の目的がある場合を除いて、

一度のパスワード要求で２通りの開始手順の存在から、ＭＣＵの提供者はユーザを守る為の考慮すること

が強く提案される。ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力を持ったＪＴ－Ｈ３２０端末が会議に参加直後、デー

タ会議が開始されないかも知れないため、 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力を持ったＪＴ－Ｈ３２０端末

からＪＴ－Ｈ２４３／ＪＴ－Ｈ２３０パスワードを収集することは明らかに必要であることに注意が必要

である。提供者は、適当に不必要と見なされる場合、ＪＴ－Ｈ２４３レベルのパスワード、またはＪＴ－

Ｔ１２０シリーズレベルのパスワード、またはその両方の偽造オプションを持つ。ＪＴ－Ｈ２４３のパス

ワードはＪＴ－Ｈ３２０端末のＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力へ要求されるかもしれない。 

 

15.3 ＴＩＭ／ＴＩＡでの相互作用 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ１２０シリーズ／ＪＴ－Ｔ１２４／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．１２８の中には呼の結合手

順が無いため、 ＴＩＭ／ＴＩＡの動作は、ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力の有無に関わらず適用されな

ければならない。 

 

15.4 ＳＣＭ管理での相互作用 

 端末がＭＬＰ／ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの能力は持っているが、ＭＬＰ／ＪＴ－Ｔ１２０シリーズのＳ

ＣＭを会議に適用出来ない場合が起こりうる。提供者の自由裁量で、ＭＣＵは以下であってもよい。 

ａ）ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの会議に端末を参加させず、パスワードの収集にＢＡＳコマンドを使用する。 

ｂ）伝送速度６．４kbit/s 必須としてＭＬＰチャネルを開き、 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズを用いて状態を交

渉（ネゴシエーション）する。この場合、いずれにしても端末がＪＴ－Ｔ１２０シリーズの交渉が完

了する以前にオーディオ／ビデオを受信することは提供者の自由裁量である。 

 

15.4.1 ビデオ合成での相互作用 

 ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの端末と非ＪＴ－Ｔ１２０シリーズの端末との混在会議中のＭＣＵが、ＪＴ－

Ｔ１２０シリーズ方式を用いる場合、以下の方式が採られる。 

ａ）通常、ＭＣＵはＪＴ－Ｈ２４３端末に合成ビデオを認識させるために、ＶＩＣとＶＩＮ２のようなＪ

Ｔ－Ｈ２４３指示を供給する。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４３で記述される以上に、より複雑に構成され

たビデオが用いられている場合、これはＶＩＣ＜０＞とＶＩＮ２＜Ｍ＞＜Ｔ＞＜０＞により指示され

る。ＪＴ－Ｈ２４３端末は単純にビデオを表示するよりほかには、より複雑なビデオを処理出来ない 
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ことをユーザに知らせるために、この情報を用いてもよい。 

ｂ）ＪＴ－Ｈ２４３端末からのＭＣＶとＶＣＳのような制御信号は、ＶＣＲのような特定の否定的な応答

を受信する。 

ｃ）ＪＴ－Ｔ１２０シリーズタイプのコマンドは、画面合成における各画面の位置と同じである、画面合

成のタイプを制御するのに用いられる。 

 もし、全ての端末がＪＴ－Ｔ１２０シリーズを備えるならば、ＭＣＵはＶＩＣやＶＩＮ２を送る必要は

なく、その代わりに適当なＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．１２８の信号を使用することが出来る。 

 

15.5 カスケードでの速度整合 

 Ｈ．２２４＿ＭＬＰとＨ．２２４＿ＬＳＤを備えた複数の端末と複数のＭＣＵとを含むカスケードでは

様々な状態が存在しうる。それらを次表（表６／ＪＴ－Ｈ２４３）に記述する。 

 

表６／ＪＴ－Ｈ２４３ カスケードでのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２４許容モード 

 (ITU-T H.243) 

 

条件番号 ＭＣＵ＃１に接続さ

れた端末能力 

ＭＣＵ＃１ 

Ｈ．２２４能力 

ＭＣＵ＃１ 

Ｈ．２２４能力 

ＭＣＵ＃２に接続さ

れた端末能力 

Ｈ．２２４を用いた

遠隔カメラ制御許容

モード 

１ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

２ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ なし Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

非許可 

３ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ Ｈ．２２４＿ＬＳＤ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

非許可 

４ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

５ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

非許可 

６ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ なし Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

非許可 

７ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ Ｈ．２２４＿ＬＳＤ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

８ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

９ Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ 

Ｈ．２２４＿ＬＳＤ 

Ｈ．２２４＿ＭＬＰ

あるいはＨ．２２４

＿ＬＳＤのどちらか 

 

注：相互互換性の問題がある場合いくつかのシナリオが存在し、全ての相互互換性が有効である場合には、

一つのシナリオのみ存在することに注意が払われる。 
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付録１ 
ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０で定義されているＣ＆Ｉ信号 

(ITU-T H.243) 

S ＳＢＥ番号あるいはＳＢＥ文字が続く。 

M Ｓｔａｒｔ－ＭＢＥ用いる。 

C 解除符号も定義されている。 

 

略号 注 定義説明  

AIA  Audio Indicate Active  

AIM  Audio Indicate Muted  

CCA  Chair-control Command Acquire  

CCD S Chair-control Command Disconnect  

CCK  Chair-control Command Kill  

CCR  Chair-control Command Release/Refuse  

CIC  Chair-control Indicate Capability  

CIR  Chair-control Indicate Release/Refuse  

CIS  Chair-control Indicate Stopped-using-token  

CIT  Chair-control Indicate Token  

DCA-L S Data (LSD) Command Acquire  

DCA-H S Data (HSD) Command Acquire  

DCC-L  Data (LSD) Command Close  

DCC-H  Data (HSD) Command Close  

DCR-L  Data (LSD) Command Release/Refuse  

DCR-H  Data (HSD) Command Release/Refuse  

DIS-L  Data (LSD) Indicate Stopped-using-token  

DIS-H  Data (HSD) Indicate Stopped-using-token  

DIT-L  Data (LSD) Indicate Token  

DIT-H  Data (HSD) Indicate Token  

IIS  M Information Indicate String  

LCA  Loopback Command, Audio Loop Request  

LCD  Loopback Command, Digital Loop Request  

LCO  Loopback Command Off  

LCV  Loopback Command, Video Loop Request  

MCC C  Multipoint Command Conference  

MCN  Multipoint Command Negating MCS  

MCS  Multipoint Command Symmetrical Data-transmission  

MCV C Multipoint Command Visualization-forcing  

MIH  Multipoint Indicate Hierarchy  
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MIL S Multipoint Indication Loop  

MIM  Multipoint Indicate master MCU  

MIS C Multipoint Indication Secondary-status  

MIV C Multipoint Indication Visualization  

MIZ C Multipoint Indication Zero-communication  

MVC  Multipoint Visualization Capability  

MVA  Multipoint Visualization Achieved  

MVR  Multipoint Visualization Refused/Revoked  

RAN S Random Number  

RID  Restrict Indicate Denied  

RIU  Restrict Indicate_Unrestricted  

RIR  Restrict Indicate Request  

TCA  Token Command Association  

TCI  Terminal Command Identity  

TCP S Terminal Command Personal-Identifier (予約)  

TCS-n  Terminal Command String  

TCU   Terminal Command Update  

TIA S Terminal Indicate Assignment  

TIC   Terminal Indicate Capability  

TID S Terminal Indicate Dropped  

TIF S Terminal Indicate Floor-request  

TII S Terminal Indicate Identity  

TIL  M Terminal Indicate List  

TIN S Terminal Indicate Number  

TIP M Terminal Indicate Personal-Identifier(予約)   

TIR M Token Indicate Response  

TIS  Terminal Indicate identity-Stop  

TIX  Terminal Indicate additional-channel-X  

VCB S, C Video Command Broadcast  

VCF  Video Command Freeze-Picture Request  

VCR   Video Command Release/Refuse  

VCS S, C Video Command Select  

VCU  Video Command Fast Update Request  

VIA   Video Indicate Active  

VIA2   Video Indicate Active 2  

VIA3   Video Indicate Active 3  

VIC S Video Indicate Compose  

VIM  Video Indicate Mixing (能力)  

VIN S Video Indicate Number  

VIN2 S Video Indicate Number 2  

VIR  Video Indicate Ready-to-activate  

VIS   Video Indicate Suppressed  



ＪＴ－Ｈ２４３ - 54 - 

付録２ 
ＭＣＵに対する必須とオプションの符号 

 

 C&I 機能は次のように定義される。様々の適切な環境下において、オーディオビジュアルシステムは

フォルトフリーな方法で動作し、ユーザを共感させるプレゼンテーションが可能となるであろう。それゆ

え幾つかの機能は必須であり、他はオプションである。 

 

CM 条件付きで必須：端末（または MCU）が与えられた状態になりうるならば、その状態を脱し、

与えられた符号と補足する符号を送信しなければならない。もし、そのような能力がなかった

ら、両方とも無視することができる。 

M 必須：端末または MCU 型のどちらか一方の全ての機器に対する 

X 必須ではない：このような符号を受信したときは、認識してもしなくてもよい。または、認識し

ても動作しないか、認識して動作してもよい。全く、提供者かユーザの裁量による。 

NA 符号はこの場合には不適切である。 

 付録２では、端末－MCU あるいは、端末の接続を考えない、すなわち MIM に対する MCU－MCU よ

うな、もっとも単純な場合だけが示されている。一般的には、カスケード接続の場合は、スレーブ MCU

はマスタ MCU に対する端末の役割をし、端末の送受信符号に対する要求は、スレーブ MCU にも当ては

められる。重複を避けるために、JT-H230 に含まれる符号は (#)で示してある。 

 

符号最初の

3 ビット 

最後の 5 ビッ

ト 10 進法 

省略形 端末 

送信 

MCU 

送信 

端末 

受信 

MCU 

受信 

 

参照 

符号(000) [0,1] 予約      

 [2] AIM # # # # JT-H230 

 [3] AIA # # # # JT-H230 

 [4] ACE # # # # JT-H230 

 [5] ACZ # # # # JT-H230 

 [6]-[7] オーディオ関連の符号のために予約  

 [8] TCI NA X X NA JT-H243 

 [9] TII* X NA NA X JT-H243 

 [10] TIS X NA NA X JT-H243 

 [11]-[15] 予約      

 [16] VIS # # # # JT-H230 

 [17] VIA # # # # JT-H230 

 [18] VIA2 # # # # JT-H320 

 [19] VIA3 # # # # JT-H320 

 [20] VIC* NA CM CM NA JT-H243 

 [21] 予約      

 [22] VIN2*** NA CM CM NA JT-H243 

 [23] VIM X X X X JT-H243 

 [24]-[30] ビデオ関連の符号のために予約  

 [31] VIR # # # # JT-H320 
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符号 (001) [0] MCC NA M M NA JT-H243 

 [1] Cancel-MCC NA X M NA JT-H243 

 [2] MIZ NA X X NA JT-H243 

 [3] Cancel-MIZ NA CM X NA JT-H243 

 [4] MIS NA X X NA JT-H243 

 [5] Cancel-MIS NA CM X NA JT-H243 

 [6] MIM NA CM NA CM JT-H243 

 [7] TIC X X X X JT-H243 

 [8] TIX** CM NA CM NA JT-H243 

 [9] RAN NA X NA X JT-H243 

 [10] MIH NA X NA X JT-H243 

 [11] TIA** CM CM CM CM JT-H243 

 [12] TIN** NA CM X NA JT-H243 

 [13] TID** NA CM X NA JT-H243 

 [14] TCU X NA NA CM JT-H243 

 [15] TCA X NA NA X JT-H243 

 [16] MCV X NA NA X JT-H243 

 [17] Cancel-MCV CM NA NA CM JT-H243 

 [18] MIV NA X X NA JT-H243 

 [19] Cancel-MIV NA CM X NA JT-H243 

 [20] MCS NA M M NA JT-H243 

 [21] MCN NA X M NA JT-H243 

 [22] VIN** NA CM X NA JT-H243 

 [23] VCB** X NA NA CM JT-H243 

 [24] Cancel-VCB CM NA NA CM JT-H243 

 [25] VCS** X NA NA CM JT-H243 

 [26] Cancel-VCS CM NA NA CM JT-H243 

 [27] VCR NA CM X NA JT-H243 

 [28] MMS NA X CM (脚注4) NA JT-H243 

 [29] Cancel-MMS NA X CM NA JT-H243 

 [30] Cancel-MIM NA X NA CM JT-H243 

 [31] MIL* X X CM CM JT-H243 

符号 (010) [0] CIC NA X X NA JT-H243 

 [1] CCD** X NA NA CM JT-H243 

 [2] CIR     JT-H243 

 [3] CCK X NA NA CM JT-H243 

 [4] CCA X NA NA CM JT-H243 

 [5] CIT NA CM CM CM JT-H243 

 [6] CCR NA CM CM NA JT-H243 
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 [7] CIS CM NA NA CM JT-H243 

 [8] TIF** X NA NA CM JT-H243 

 [9] TIE NA CM CM NA JT-H243 

 [10]-[11] 予約      

 [12] MVC X X X X JT-H243 

 [13] MVA NA CM CM CM JT-H243 

 [14] MVR NA CM CM CM JT-H243 

 [15] MIJ NA X X NA JT-H243 

 [16] DCA-L X NA NA CM JT-H243 

 [17] DIT-L NA X CM NA JT-H243 

 [18] DCR-L X X CM CM JT-H243 

 [19] DIS-L CM NA NA CM JT-H243 

 [20] DCC-L CM NA NA CM JT-H243 

 [21]-[23] 予約      

 [24] DCA-H X NA NA CM JT-H243 

 [25] DIT-H NA X CM NA JT-H243 

 [26] DCR-H X X CM CM JT-H243 

 [27] DIS-H CM NA NA CM JT-H243 

 [28] DCC-H CM NA NA CM JT-H243 

 [29]-[30] 予約      

 [31] DCM X NA NA CM JT-H243 

        

符号 (011) [0] 予約     JT-H243 

 [1] TCS-1 NA X CM NA JT-H243 

 [2] TCS-2 NA X X NA JT-H243 

 [3] TCS-3 NA X CM NA JT-H243 

 [4] TCP** X NA NA CM JT-H243 

 [5] AggIN* # # # # JT-H244 

 [6] NCA-i # # # # JT-H242 

 [7] NCA-a # # # # JT-H242 

 [8] NIS # # # # JT-H242 

 [9] NIC # # # # JT-H242 

 [10] NID # # # # JT-H242 

 [11] NII # # # # JT-H244 

 [12]       

 [13] NIA-s # # # # JT-H242 

 [14] NIQ-s # # # # JT-H242 

 [15] NIQ-m # # # # JT-H242 

 [16] NIR # # # # JT-H242 

 [17]-[28] 予約      
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 [29] RIR NA CM NA CM JT-H243 

 [30] RID NA CM NA CM JT-H243 

 [31] RIU NA CM NA CM JT-H243 

        

符号 (111) 全ての値は禁止      

        

付属資料 A/JT-H221に記されている符号      

  VCF # # # # JT-H230 

  VCU # # # # JT-H230 

  LCV # # # # JT-H230 

  LCA # # # # JT-H230 

  LCD # # # # JT-H242, JT-H320 

  LCO # # # # JT-H242, JT-H320 

（脚注 4）端末が JT-H262 と JT-H263 の両方またはどちらか一方をサポートしているのなら、MMS の受信は必須と

なる。したがって、列中では CM となっている。 

    #      符号が送信される方向を示す位置に置かれている（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２３０を参照のこと）。 

    *      *印の数は、符号に続く SBE 番号あるいは SBE 文字の数を表す。 
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